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　この度、平成 23 年 3 月 11 日に発生しました東日本大地震におきまして、被災された皆様に心からお見舞い

申し上げますと共に、一日も早い被災地の復興をお祈りいたします。

　16 年前の阪神・淡路大震災、また 7 年前に新潟県中越地震といくつもの災害が起きましたが、現在はなんと

か復興しております。皆様の支援があれば必ずや近い将来東日本も復興することになると思いますので、夢を

持って立ち向かうことを願っております。我々放射線技師会も微力ながらお力添えをいたしたいと思います。

　さて、平成 22 年度の（社）京都府放射線技師会事業も会員諸氏の協力を得て終えることが出来ました。今年

度も京都府放射線技師会雑誌を発刊させていただきましたが、昨年より充実した内容にできたと思います。よ

り内容のある充実した書物へ変革いたしたく、いつまでも身近に置いておけるような放射線に関する雑誌にし、

多くの方に共感していただける雑誌として、大勢の方々に読んで頂いて非常に参考になる内容にしていきたい

と思います。

　内容等についてご意見等ありましたらご提案いただき、会員皆で作る雑誌にしたいと考えておりますので、

なにとぞよろしくお願いします。

　以上、お願いと共に発刊の挨拶とさせていただきます。

会　長　轟　　英　彦

◆　発刊に際して　◆
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　今でも「レントゲン撮影」といえば誰でも思いつくことができる「X 線写真」ですが、これが我々診療放射

線技師の仕事の原点です。その「X 線写真」を始め、今や医師の画像診断のためにいろいろな臨床画像を提供

するのが診療放射線技師の主な仕事です。

　1895 年にドイツのヴュルツブルク大学でヴィルヘルム・コンラート・レントゲ

ン博士が X 線を発見しました。それから 100 年以上経った現在、X 線は医療業界

を初め、さまざまな場面で人々の役にたっています。その中でも、誰もが最初に思

いつくのが「X 線写真」ではないでしょうか。左図はレントゲン夫人の右手の写真

です。おそらく現存する中では最も古い X 線写真ではなでしょうか。

　現代の医療で「X 線写真」はなくてはならないもののひとつになっています。以

下に X 線撮影技術のいくつかをご紹介します。

一般撮影
　多くの方が一度は受けられたことがあると思いますが、右図が胸部正面 X 線写

真です。この写真一枚で肺の状態から、心臓、大動脈、食道、肝臓等の異常が感

知できます。X線写真としては頭部から指先足先まであらゆる部位の撮影をします。

以下にご紹介します特殊撮影に対して一般撮影と呼ばれています。打撲での骨折

の確認はもちろん、腹痛や肺炎等様々な病変や怪我の確認に用いられます。

乳房（マンモ）撮影
　特殊な X 線写真としてマンモ写真があります。乳房の X 線撮影で、専用の装置

を使用します。胸部の X 線写真と同じように正面向きに撮影したのでは肺や肋骨、

背骨が同時に写るので診断の邪魔になります。そこで乳房を上下や左右から圧迫

し、引き伸ばした状態で乳房だけを撮影します。そうすると邪魔な陰影が写らず

にすみます。圧迫により痛みを伴う場合がありますが、精度のよい写真を撮るた

めに我慢していただかなければいけません。右の写真は左右の乳房を斜め内側上

方から見た写真です。左が右の乳房、右が左乳房になります。右乳房に白い石灰

化病変が散見（矢印）されますが、これは悪性病変の可能性があります。

　診療放射線技師は医療においてなくてはならない存在ではないかと考えています。そんな我々が医療の現場

で行っている仕事をご紹介します。

診療放射線技師の仕事

－画像撮像－
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骨盤計測
　妊娠中に撮影する骨盤計測という撮影があります。妊娠中に放射線を浴びるのは

いけないように思いますが、実際に使用する放射線量はごくわずかですし、この検

査で帝王切開にするか自然分娩にするのか決定されますので非常に重要な撮影です。

撮影された X 線写真で胎児の頭部の大きさと妊婦の骨盤の大きさを比べ、胎児の頭

が大きければ帝王切開になります。大きさを計測しますので、メジャーを太ももの

間に挟んで撮影することがあります。

　右の写真では骨盤腔の入り口の大きさ（白線の産科真結合線）がエコー検査で調べ

た胎児の頭部より大きいので自然分娩可能です。

歯列撮影（回転断層パノラマ撮影）
　歯科医院でフィルムを噛んで写真を撮ったことがある方も多いと思いますが、あれも X 線写真の一種です。

フィルムを噛む方式のほか、顔の周りに機械を回転させて撮る回転断層パ

ノラマ撮影というのもあります。この方式だと全体の歯列が撮影できます。

右のパノラマ写真では向かって右下の奥歯（親知らず）が上を向かずにその

手前の歯に向かっているのがわかります。左下の親知らずは外側（手前）

に向いています。どちらの親知らずも抜歯しないといけません。

胃透視（バリウム）検査
矢印部に腫瘍があります

子宮卵管造影（HSG）検査
子宮から造影剤を流し、卵巣ま
で通じているか調べます
この画像では左右の卵巣まで問
題なく通じています

歯列パノラマ撮影

透視検査（バリウム検査、ミエロ検査、関節腔造影検査、子宮卵管造影検査）
　透視装置とは放射線を連続で出し続け、その画像を動画として観察できる装置です。

　健康診断でバリウム検査を受けられた方も多いと思います。これは CT や MR 検査では胃の状態はよくわか

りますので、胃透視検査、胃カメラ検査、注腸検査、大腸カメラ等が胃や腸を対象にした検査として存在します。

そのうち胃透視（バリウム）検査は

私たち診療放射線技師も行ってい

ます。

　医師が施行しますが、脊髄腔造

影（ミエロ）検査、関節腔造影（ア

ルトロ）検査、子宮卵管造影（HSG）

検査という手技もあります。
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X線 CT検査
　X 線を用いて身体の回りを 360 度検出し、コンピューターで処理すると身体の断面図が得られます。これを

コンピューター断層撮影、略して CT（Computed tomography）と言います。

　X 線写真では身体の前にあるボタンが一緒に写ったり、腸のガスでお腹の X 線写真がよくわからなかったり

しても、CT では横断写真なので重なりがなくなります。例えば腹部の CT 検査なら横隔膜からお尻までの範

囲の横断像を撮ります。その横切りの断層像を基に立て切り像を作ったり、3 次元の立体像を作ったりもでき

るようになりました。X 線写真で分かりづらかった骨折を調べたり、X 線写真で異常のあった部位を精密検査

したり脳内の出血や梗塞を調べたりします。

　さらに造影剤という薬を使うと血管の走行が明瞭になり、血管の走行や状態、出血、炎症、腫瘍の状態（炎

症や腫瘍には血流が通常より多く集まっています）が映し出され、病状が詳しくわかるようになります。

肝臓の輪切り
矢印部に造影剤が集まっている
腫瘍が認められます

左：膝の輪切り
膝蓋骨が骨折しています
右：膝の 3D 画像
膝蓋骨に縦と斜めの骨折線が認められます

脳の輪切り
矢印の白い部分は脳出血の塊です

眼と鼻の高さの輪切り
矢印部の鼻骨が骨折しています

心臓の 3 次元立体画像
心臓を栄養している血管（冠状
動脈）がよくわかります
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核医学（RI）検査
　核医学検査では、からだの特定の臓器や病気の場所に集まりやすい物質に放射線を放出する物質（放射性同

位元素）を付けて標識した薬（放射性医薬品）を静脈注射、服用または吸入によって体内に入れて、その薬が目

的の臓器に集まった状態を画像化し観察します。これにより、病変を検索するこ

とや目的臓器にその薬が取り込まれて排出されていく様子を解析して病態を調べ

ます。また、体内に入った薬からは、極微量の放射線が出ますがその効果は、時

間とともに減衰し体外へ排出されていきます。また副作用も非常に少なくその安

全性は確立されています。

　右の図は、骨シンチグラフィと呼ばれる検査で骨の活性化のある場所に集まる

薬を静脈注射してγ（ガンマ）カメラという装置を用いて画像化したものです。主

に骨の炎症や骨折、骨疾患の治療で用いられる薬の効果の程度を調べることなど

を目的としておこなわれています。

　下の図は、脳血流シンチグラフィ（脳血流 SPECT 検査）と呼ばれる検査で脳内に

流れ込む血液の状態や脳のはたらきをみるために用いられます。この検査では、脳

を輪切りにした状態の断層画像を観察することにより、早期の脳血管障害の検出や

神経症状の責任病巣の検出、または脳の機能の評価に有効といわれています。

　核医学検査には、この他にも心筋シンチグラフィや PET 検査など色々な種類の検査が数多くあります。また、

核医学検査の特徴としましては、CT 検査や MRI 検査では、臓器などの「形態」を主として観察しているのに

対しこの検査では臓器などの「機能」を主として観察しているところです。このため CT 検査や MRI 検査な

どの検査と核医学検査と重ねて検査することにより、より詳しく病態を知ることが出来るため、総合画像診断

の一画としてこの核医学検査は利用されています。

画像提供：日本メジフィジックス

左右対称な部分は正常。
この場合左右の肋骨と第
12 胸椎（矢印）に病変が
確認されます。
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Angio（心臓カテーテル・脳アンギオ・腹部造影）検査
　血管内に管（カテーテル）を挿入し、心臓や脳まで持って行き造影剤という X 線を通さない液体を流すと血

管の内空が映し出されます。もし血管が細くなっている（狭窄がある）ならば造影剤の通りも悪くなり、詰っ

ている（閉塞がある）と造影剤がその部分より先に通りません。そうして心臓を栄養している血管（冠状動脈）

や脳内の血管、胸腹部の血管の異常を調べるのがアンギオ検査です。

　異常があれば治療を行う場合もあります。血管の中から風船（バルーン）を膨らませると細くなっている部

分が広がり、血流がスムーズになります。血管の内腔に金属の格子の筒（ステント）を入れて血管を補強する

と再狭窄が起こりにくくなります。

　動脈の梗塞や出血がただちに身

体に重要な影響を及ぼす部位は心

臓と脳です。上記は心臓の検査・

治療の紹介ですが、首の動脈まで

管（カテーテル）を挿入し造影剤

を流すと脳内の動脈の状態が観測

できます。左図は首の動脈から造

影剤を流したときに頭を側面と正

面から観測した写真です。大脳を

栄養している血管が映し出されて

います。狭窄（血管のつまり）や拡

張が存在するならば、薬剤を注入

したり、人工物をいれて補強したりします。

　この他、腹部、上肢や下肢の血管の病変の検査と治療も行います。

　これらの検査・治療は医師が行いますが、X 線装置を使用しますので放射線技師が携わっており、機器の管

理も行っております。

心臓の冠状動脈に狭窄がありま
す。

ステントという網目状の筒を血
管の内腔に広げます。

頭部側面像
図の左が顔面側です

血管の狭窄は解消されていま
す。

頭部正面像
首の左側の動脈から造影剤を流
しています
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MR検査
　核磁気共鳴（MR）検査とは、強力な磁力を使用する検査です。人体の中には水分を始め、脂肪や血液として

水素原子が存在します。そこへラジオ波を当てると変化が起き、その変化を検出して画像化しています。

　MRI 検査では、質的な変化と形態的な変化を観ることができます。例えば、腰椎椎間板や脳、肝臓や腎臓、

X 線写真でわかりづらい骨折などを調べられます。また脳内や頚部、身体の血液の流れも調べられ、血管の狭

窄や瘤（膨張）の存在を造影剤を使用せずに（CT 検査では血管の状態は造影剤を用いないとわかりません）調べ

られます。

　放射線を使用していませんので、この後に紹介しますエコー検査と同様に人体には無害な検査のひとつです。

超音波（エコー）検査
　音は人体の中も通過します。その音の反射を画像化したものがエコー検査です。音（音波）を使用しています

ので、MR 検査と同様に人体には無害です。妊婦のお腹にエコーを当てて胎児の発育状態や健康具合、性別を

調べるのは皆様ご存知かと思います。

　脳以外の血管の状態や内臓、リンパ、心臓などを対象に検査します。

左が頚椎縦切り　右が腰椎縦切り
どちらも矢印部に軽度の椎間板ヘルニアを認めます

脳内の血管（MRA）
CT では造影剤を使わないと
血管の状態がわかりませんが、
MR では薬を使わずに調べられ
ます

女性骨盤内輪切り
卵巣のう胞があります

脳輪切り
小脳に腫瘍を認めます

顔面を正面から見た図です
舌の下に水泡（矢印）を認めま
す
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　現代ではレントゲン博士が撮った手の写真で使用した 100 分の 1 以下の量で撮影しています。さらに普通の

写真の主流が 35mm フィルムからデジタルカメラになったように、X 線写真でもデジタル化されるようになり

つつあります。そしてフィルムとして現像していたのを、現在では画像モニターでデジタル X 線写真を観る施

設も増えてきています。

　画像モニターで簡単に X 線写真を観られるようになっても、その写真の質は撮影した者によって決まります。

どの程度の X 線量を使用するのか。撮影する部位をどのような角度に位置づけするのか。同じ場所にあっても

「肺」と「肋骨」では撮影条件が違い、それによって見え方も変わってくるのです。これは X 線写真がデジタ

ルになっても同じです。それは撮影者である「診療放射線技師」の腕にかかっているわけです。私たち「診療

放射線技師」は国から認められた学校で 3 年以上の修習に励み、国家試験である「診療放射線技師国家試験」

に合格した者だけに与えられる資格です。

放射線治療
　診療放射線技師は主に検査を行う免許ですが、中には治療行為もできます。それが「放射線治療」です。

みなさんご存知の通り、放射線は身体に悪影響があります。しかしそれは過度の放射線であり、ある一定以下

の量だと影響はないとされています。我々放射線技師が医療で使う放射線はできるだけ少量ですむように考慮

しながら使用しています。

　悪影響があるというのは腫瘍にとっても同じことです。つまり腫瘍に対して過度に、正常組織にはできるだ

け少なくなるように放射線を照射すると、体内にある腫瘍でも身体を切らずに治すことができるわけです。

　最初に専門の医師が使用する放射線の種類と量を決め、それを診療放射線技師が決められた方法と日程で照射

します。

　最近の画像診断部門で作成された画像は施設内サーバーに蓄積されていき、それを診察室で医師が画像モニ

ター上で見て診断をします。最近の医療機器の進歩はめざましく、日々膨大な量の画像がサーバーに蓄積され

ていきます。大きな大学病院になるとサーバー室だけで 30 畳ほどの広さがあり、そこにサーバーユニットが

10 台以上、冷房装置が 5 台ほど置かれているのも現代では珍しくありません。

　その画像管理をするのも、昔から画像を扱っている診療放射線技師の仕事です。

　医療分野の機器は日進月歩で進化しています。さらに新たな機器もどんどんと開発され、昔には存在してい

なかった装置が数多く導入されています。そのような機器の信頼性を保つには保守整備が必要です。日本放射

線技師会では認定試験を実施し、合格したものに放射線機器管理士という認定を与えています。

－治療－

－画像管理－

－機器管理－
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◇　平成 22年度　事業計画書　◇

1．総括
　平成 21 年度の事業につきましては、会長就任 4
年目の年ではありましたが会員諸氏の協力を頂き無
事終えることができました。
　今年度も引き続き生涯教育セミナー「X 線 CT 検
査」「MR 検査」をはじめ各種セミナーや被曝・機
器管理講習会を積極的に行い、救急医療では京都市
消防局などの協力を得て上級救命講習の新規及び更
新を基に開催していただきます。又、学術研修会で
は公開講座を含め放射線技師の府民への関わりを強
くアピールしていきたいと考えています。昨年 12
月に監督官庁からの新公益法人に向けて定款・会計
を含め監査・指導がなされ、定款に関しては会長（代
表理事）選任方法や退会・除名に関して、さらに財
務会計の書き方などいろいろと指導を受けました。
　本年はいよいよ新法人の最終段階を向え、新定款
や諸規定の見直し、財務の仕分けをしなくてはなら
なく、委員会もフルに動かなくてはならないと思っ
ています。会員はもちろんのこと府民及び診療放射
線技師にとってよりよい技師会を目指すのは勿論の
こと事業の内容も府民の目線に立ったものを目指し
ます。
　以上のように厳しい状況ではありますが鋭意努力
をして各事業の計画を出来るだけ早い時期から会員
にお知らせし、参加していただけるようにと考えま
す。会員一人一人の参加が活力と思いますのでご協
力のほどお願いします。

2．社会事業（広報・渉外・組織・調査）
　（1）例年通り、京都パルスプラザにて開催予定
の「第 37 回くらしと健康展」へ主催者団体の一員
として積極的に参加し、京都府民に放射線医療の啓
蒙と放射線を利用した検査と治療に関わる悩みの相
談や診療放射線技師の業務内容の理解と存在を直接
アピールしていきたい。『放射線なんでも相談コー
ナー』では、相談内容は従来の医療被曝だけでなく

『マンモグラフィー』『PET』等時代の流れに沿う
質問もあり、最新の知識を広報する必要があると考
えます。さらに、府民の皆様に広く放射線技師業務

を理解していただくために、放射線管理士委員会に
啓蒙活動を依頼・連携し、情報委員会の協力を得て
ホームページ上に逐次関連事項を掲載し、当法人の
存在及び活動の強化を会員だけでなく一般の人々に
も社会性や公益性を案内し広く情報公開をしていき
たい。他には、他団体との連携を強化し、府下のさ
まざまな機会をとおして講演活動を積極的に行いた
い。
　（2）ピンクリボン運動などの関連団体事業にも積
極的に協力し、さらに、行政（京都府）が開催しま
す放射線（原子力関係）に関する安全訓練・講習会
などにも、診療放射線技師の派遣を行い、地位向上
を目指したい。また、無資格者による放射線技師業
務の防止については、関係機関（京都府・京都市・
京都府医師会・京都私立病院協会）に要望書を提出
し、京都府市民が安心して放射線診療を受けられる
よう協力を求めていきたい。
　（3）「第 45 回京都病院学会」については、今年度
も実行委員・座長を送り積極的に協力したい。また、
会員が放射線技術向上への研究発表ができる場とし
て利用することにより、他団体との交流の場として
広報したい。
　組織調査活動について、各会員施設及び学校へ新
卒者の京都府下への就職先リスト調査を依頼し、厚
生委員会と協力して「フレッシュ診療放射線技師の
集い」を開催すると同時に技師会への入会を推進し
たい。また、会員間の求心力の向上、各地区委員の
活性化に向けて全地区委員会を開催し、委員の意見
集約を行い技師会の事業推進への協力を促す。さら
に、会員への調査事業を活発にするとともに、各地
区委員会へ三役とともに参加をして問題点を洗い出
し把握して活性化に役立てたい。そして、若い会員
の意見の導入を積極的に行い、会の活性化に努め、
調査に関しては今会員が何を求め、何を知りたいか
を把握した上で事業を推進していきたい。

3．研修事業（学術・放射線管理）
学術活動について、京都府放射線技師会の理念であ
ります診療放射線技師の役割の充実と資質の向上を



12

目指し、会員が望む生涯学習教育および会員相互の
情報交換のできる研修会を基本に各関係団体の協力
も得ながら行いたい。今年度も引き続き（社）日本
放射線技師会主催の生涯教育セミナー・講習会の開
催（他府県との合同）もできるだけ行なう。月例研
修会を基本とするが、内容は専門的なものから一般
的な話題も取り入れ、府民向けの一般公開講座も試
みる。この研修会は惹いては府民市民に還元される
ものと考える。
　（1）京都市内会場
　　　特に開催月は決めず、土曜日を基本に年 6 回
　　　程度とする。但し、時間的余裕（3 時間）のあ
　　　る研修会や夜間、日曜日開催も考える。
　（2）両丹地区会場
　　　春・夏・秋・冬季研修会予定（夏は一泊研修会）
　（3）日本放射線技師会主催セミナー・講習会
　　　その都度開催予定
　（4）その他
　　　上級救命講習会（年 1 回）
　　　＊研修会は会員無料、非会員は有料とする。
　管理士活動について、管理士会の事業の推進を図
るとともに、「くらしと健康展」や講習会（研修）計画、
ポスターやリーフレット作成、放射線に関する実態
調査など教育・編集・調査の三分野を充実させたい。
さらに、原子力関係の講習会や訓練・緊急被曝フォー
ラムなどに積極的に参加し、他府県の放射線管理士
部会と交流も行っていきたい。

4．情報事業（編集・情報）
　編集活動について、「京放技ニュース」は毎月 1
日発行としたい。「京放技ニュース」は会員に対し
て最新情報を提供・会員相互の意見交換の一つであ
りますので、積極的な記事をたくさん投稿していた
だきたい。また、各委員会との連携を強め、充実し
た紙面と長期計画の掲載を考えながら、ニュースの
あり方を問うていきたい。また、「年報」について
は年度末に 1 回発行するが、今までとは違い内容
は府民をはじめ誰が読んでも参考になるものとした
い。
　情報活動については、京放技・日放技関係の記事
をインターネットを通じて広報し、会員に対して迅
速な情報提供を行い、会員の交流や教育を深めるこ

とを目的とし会員からの投稿記事の掲載を行うなど
さらに整備したい。会員専用ページで、年報をはじ
め各種会員の資料を掲載し非会員と区別を行う。さ
らに、会員が認定されている放射線管理士、放射線
機器管理士、医用画像情報管理士、臨床実習指導教
員、CT・MR 検査国際認定などをそれぞれの内容
と会員氏名・所属施設名を本人同意を得た上でホー
ムページへの公表を検討しています。また、新公益
法人制度に対応できる内容に変更するとともに、京
都府民に対して公益法人としての役割を充分に果た
すよう様々な情報提供を行ない、放射線に関する質
問に関しても活用して頂けるよう広報し、正確かつ
迅速に答えられるようにしたい。さらに、診療放射
線技師の業務を理解していただく為、各委員会と連
携を深めることに努めたい。

5．厚生事業
　厚生活動について、会員相互の親睦を図るための
重要な事業であることから、懇親を深める事業の計
画をしたい。野球・囲碁では優勝を目指して取り組
みます。また、フレッシュ診療放射線技師の集い、
新年会は例年通り開催します。

6．その他
　（1）新公益法人への移行（公益法人委員会）
　平成 23~24 年に移行申請予定であるが、それに
伴い監督官庁の指導を受けながら定款改正・財務見
直しなどを行っていきます。
　（2）表彰関係
　昨年度の実績を踏まえて、個人（会員）・団体に
対する表彰を積極的に行いたい。
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平成 22 年度　予　算　書

社団法人　京都府放射線技師会 

平成22年4月1日から平成23年3月31日まで

平成22年4月1日から平成23年3月31日まで

3,500
5,965,000
800,000
90,000
10,000
2,000
0
0

6,870,500

3,825,000
3,594,000

0
7,419,000
△ 548,500

0
0

251,500
△ 800,000
800,000

0

1,000

300
1,300

0
0

1,300
1,040,000
1,041,300

1,000

300
1,300

0
0

1,300
1,030,000
1,031,300

0

0
0

0
0
0

10,000
10,000

0
0
0
0

1,000
300
0
0

1,300

0
0
0
0

1,300

0
0
0

1,300
1,040,000
1,041,300

3,500
5,965,000
800,000
90,000
11,000
2,300
0
0

6,871,800

3,825,000
3,594,000

0
7,419,000
△ 547,200

0
0

251,500
△ 798,700
1,840,000
1,041,300
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一般会計　収支予算書
平成22年4月1日から平成23年3月31日まで

科　　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　　　減 備　　　考
Ⅰ 事業活動収支の部　　　　
  1 .  事業活動収入

2 .  事業活動支出　　　
事 業 活 動 収 入 合 計（A）

基本財産運用収入

会 費 収 入

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

雑 収 入

特定預金取崩収入

繰 入 金 収 入

事 業 費

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

①

基 本 財 産 利 息 収 入

正 会 員 会 費 収 入
賛 助 会 員 会 費 収 入

広 告 料 収 入

地方公共団体補助金収入

寄 付 金 収 入

受 取 利 息
雑 収 入

特 別 事 業 積 立 金

繰 入 金 収 入

3,500
3,500

5,965,000
5,240,000
725,000
800,000
800,000
90,000
90,000
10,000
10,000
2,000
1,000
1,000
0
0
0
0

6,870,500

3,825,000
1,450,000
1,400,000
50,000

1,090,000
440,000

250,000
400,000
415,000
100,000
5,000

310,000
715,000
60,000
130,000
15,000
70,000
80,000
20,000
50,000
80,000
210,000
100,000
70,000

0
30,000
50,000
5,000

3,500
3,500

6,195,000
5,470,000
725,000
850,000
850,000
90,000
90,000
10,000
10,000
3,500
1,500
2,000
0
0
0
0

7,152,000

4,100,000
1,800,000
1,700,000
100,000
910,000
300,000

210,000
400,000
520,000
100,000
10,000
410,000
715,000
60,000
130,000
15,000
70,000
80,000
10,000
60,000
80,000
210,000
110,000
80,000

0
30,000
35,000
10,000

0
0

△ 230,000
△ 230,000

0
△ 50,000
△ 50,000

0
0
0
0

△ 1,500
△ 500
△ 1,000

0
0
0
0

△ 281,500

△ 275,000
△ 350,000
△ 300,000
△ 50,000
180,000
140,000

40,000
0

△ 105,000
0

△ 5,000
△ 100,000

0
0
0
0
0
0

10,000
△ 10,000

0
0

△ 10,000
△ 10,000

0
0

15,000
△ 5,000

（会員504名　新入会20名）
  25,000円 × 29社

両丹春夏秋冬季研修・市民公開
講座等含

全地区委員会含

近畿野球・囲碁大会含

放射線管理士会

表彰、新公益法人
7地区

ホームページ充実費

会 誌 費

研 修 会 費

組 織 費

各 委 員 会 費

広 報 渉 外 費

Ｉ Ｔ 関 連 費
事 業 雑 費

印 刷 製 本 費
通 信 運 搬 費

会 場 費

講 師 費
連 絡 費

調 査 研 究 費
図 書 費
福 利 厚 生 費

学 術
編 集
広 報 渉 外
組 織 調 査
管 理 士 会
厚 生
情 報
特 別
地 区

くらしと健康展
プライマリ･ケア協議会
関 連 団 体
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科　　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　　　減 備　　　考

事業活動支出合計（B）
事業活動収支差額（A）-（B）
Ⅱ 投資活動収支の部
  1 .  投資活動支出

（注）借入金限度額   1,000,000円
　　債務負担金 10,000,000円

投資活動支出合計（C）
Ⅲ 予備費（D）
当期収支差額（A）-｛（B）+（C）+（D）｝
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

管 理 費

特 定 預 金 積 立 金

固 定 資 産 取 得 費

②

③

人 件 費

福 利 厚 生 費
会 議 費

総 会 費

租 税 公 課

負 担 金 支 出
旅 費 交 通 費

需 要 費

消 耗 什 器 備 品 費
リ ー ス 料
事 務 所 管 理 費

渉 外 費
管 理 雑 費

特 別 事 業
備 品 購 入
事 務 所 整 備
マ ン シ ョ ン 改 修

事 務 所 購 入 費
什 器 備 品 購 入 費

3,594,000
1,050,000
930,000
110,000
10,000

0
740,000
330,000
260,000
150,000
65,000
15,000
50,000
90,000
90,000
80,000
230,000
230,000
590,000
60,000
170,000
180,000
140,000
40,000
30,000
9,000

490,000
467,880
22,120
140,000
80,000

0
0
0
0
0

7,419,000
△ 548,500

0
0
0
0

251,500
△ 800,000
800,000

0

3,635,000
1,051,000
930,000
110,000
11,000
60,000
690,000
330,000
230,000
130,000
70,000
20,000
50,000
90,000
90,000
90,000
245,000
245,000
610,000
60,000
180,000
180,000
150,000
40,000
30,000
9,000

490,000
467,880
22,120
120,000
80,000

0
0
0
0
0

7,735,000
△ 583,000

0
0
0
0

250,000
△ 833,000
833,000

0

△ 41,000
△ 1,000

0
0

△ 1,000
△ 60,000
50,000

0
30,000
20,000
△ 5,000
△ 5,000

0
0
0

△ 10,000
△ 15,000
△ 15,000
△ 20,000

0
△ 10,000

0
△ 10,000

0
0
0
0
0
0

20,000
0
0
0
0
0
0

△ 316,000
 34,500

0
0
0
0

1,500
 33,000

△ 33,000
0

雇用保険料
渉外費に移行

庶務（17万5千）財務（8万5千）
会長、副会長活動費等

事務所・会議室

慶弔費含

給 料 手 当
通 勤 交 通 費
法 定 福 利 費

理 事 会 費
各 委 員 会 費
役 員 活 動 費

開 催 費
準 備 費

諸 税

理 事 会 旅 費

通 信 費
電 話 料
消 耗 品 費
光 熱 水 料 費
印 刷 費

事 務 所 管 理 費
事務所火災保険料













New

乳 腺 構 造 の 重 な り を 避 け た

高 精 細 な 画 像 で 診 断 を サ ポ ー ト 。

あ ら た な 次 元 へ と 進 化 し た

マ ン モ グ ラ フ ィ 、登 場 で す 。

マ ン モ グ ラ フ ィ は
あ ら た な 次 元 へ 。

販売名：デジタル式乳房X線撮影装置  
　　　　Selenia Dimensions
医療機器認証番号：222ABBZX00177000

ト モ シンセシス対応機器

〒101-0021　東京都千代田区外神田4-14-1  秋葉原UDX　URL www.hitachi-medical.co.jp

Selenia はHOLOGIC社の登録商標です
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1．【総括】
　会員の皆さんが会に対してあるいは自分の職業に
対して発展的な取り組みを行い、出来る限りの事業
展開をしてきた。また、「信頼・感謝・創造」を軸
に事業を推進し、出来るだけ各地域を訪ねて、目指
すべき技師会の道を会員の声に耳を傾けながらそれ
を事業に反映すべく努めてきました。この 1 年、放
射線技師会全体を見てみると、2010 年 6 月に新会長
中澤靖夫が就任し新たな生涯学習システムの開始、

（社）日本放射線技師会と（社）日本放射線技術学会の
合同セミナー開催や関連団体との協調、特に日本放
射線技術学会や関連団体との関係を通じて認定専門
技師の形が見えてきた。その中で（社）日本放射線技
師会あるいは近畿各府県技師会と協力しながらすべ
ての診療放射線技師を対象に研修会を実施し、今年
は生涯学習セミナー「MRI 検査」を行いました。独
自には、各研修会を公開講座を含めて 9 回（両丹地
区 4 回含む）実施し、「安心で安全な医療の提供」、
政府の医療政策の「医療資格者の資質の確保・向上
等」に寄与してきた。さらに、来年 4 月の医療法改
正で入ってくる放射線安全管理・放射線機器安全管
理に関して、放射線管理士・放射線機器管理士の重
要性から資格更新についての各会員からの問い合わ
せにも対応し、「点検業務の必要性」と題して勉強
会も行った。今後は、これ以外の資格更新に伴う講
習会や研修会にも積極的に参加し、会員のための京
都開催に尽力します。これらはすべて広い意味で（社）
京都府放射線技師会が府民・市民に対して事業を
行っていると考えます。
　新公益法人 3 法に基づく新公益社団法人への移行
については第 62 回通常総会で移行推進の承認を受
け、本年は公益認定の事業区分・事業仕分けやそれ
に伴う財務関係特に新会計基準による財務関連書類
の整備作業を行い、定款等の作成など、その準備を
進めてきた。新公益社団法人移行に向け、継続して
監督官庁（京都府）に指導を受けながら最終的な準
備作業を進めていく所存である。
　最後にいろいろな意味で厳しい状況下鋭意努力を

会　長　轟　　英　彦
し、事業を推進してきました。今後も会員諸氏が参
加していただきますようお願いします。平成 22 年
度の事業についてはこれを総括としますが、詳細に
ついては以下のとおりです。

2．【社会事業】（広報・渉外・組織調査）
（1）広報渉外事業は、9 月 18 日・19 日にわたり、
京都パルスプラザにて開催されました「第 37 回く
らしと健康展」には、例年通り主体団体の一員とし
て参加し、放射線コーナーではパネル展示およびパ
ンフレットの配布を行った。当コーナーには 80 名
の来場者があり、これは昨年より 4 名の減少で、認
知症や前立腺には多くの関心が集まりましたが、放
射線への興味や関心が少し減りました。しかし、放
射線の安全性・有益性・専門性を理解してもらい、
診療放射線技師の職業をアピールできたことは大き
な収穫であった。

（2）渉外関係については、（財）京都市健康づくり協
会理事会への参画、関西友好 4 団体新年互礼会・京
都私立病院協会新年会および（社）滋賀県放射線技
師会創立 60 周年記念式典及び祝賀会に出席し交流
を深めた。第 45 回京都病院学会が京都府医師会館
を中心に開催されましたが、例年通り実行委員・座
長・スライド係の担当者を派遣し運営の一端を担っ
た。また、京都府市民が安心して放射線診療が受け
られるよう、また医療被曝低減の推進をしていくた
めにも無資格者による診療放射線業務の防止を目指
し、関係医療機関・団体に要望書を持参提出し協力
の申し入れを行った。

（3）組織調査事業は、例年通り、各学校・各施設へ
新卒者就職先（京都への）の調査を行い「フレッシュ
診療放射線技師の集い」への案内送付を行うと同時
に入会勧誘の資料とし、本年は 19 名の新入会員が
ありました。6 月 19 日「全地区委員会」を開催し、
技師会への意見・要望等の集約を行い事業推進への
協力を要請しました。また、組織委員長・会長・副
会長にて積極的に各地区委員会に出務をし、意見徴
集や技師会の動きなどを説明し活動活性化へ向けて

◇　平成 22 年度　事業の総括　◇
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協力の要請をした。会員減少の対策として近畿各技
師会と協力し入会勧誘の資料（パンフレット）を作
成して各教育養成機関に送り、卒業生に配布し技師
会入会促進を行った。

3．【研修事業】（学術・放射線管理）
（1）学術研修事業は、研修会については月例研修会
（5 回開催）をはじめ内容も含めて会員の参加を推進
した。両丹地区においては、春・夏・秋・冬の 4 回
研修会を開催しました。夏季研修については、平成
22 年 9 月 4 日（土）～ 5 日（日）「マリアージュ玉姫
殿（福知山）」にて開催し、1 日目は「認知症」や「睡
眠時無呼吸症候群の検査」など、2 日目は「心臓の
解剖」や「遠隔画像システム」などを開催し、多く
の参加を得た。平成 22 年 12 月 19 日（日）は「MRI
検査」講習会を開催。平成 23 年 1 月 22 日（土）は「生
活に大事な手」をテーマとして特別講演・教育講演
をはじめ、京都府・京都市・医師会・看護協会等の
協力で市民公開講座を開催した。

（2）管理士事業については「くらしと健康展」で放
射線相談員として府民の放射線被曝低減と不安の解
消に大きく貢献し、京都府主催の催しや放射線（原
子力関係）に関する安全訓練や講習会にも参加、診
療放射線技師の地位向上に寄与した。また、ピンク
リボン京都 2010 に協力し 10 月に行われた各種活動

（計 2 回）に診療放射線技師を派遣した。平成 22 年
12 月には研修会「放射線機器管理に関する点検業務
の必要性」を開催した。さらに、近隣府県の管理士
会と積極的に意見交換をしながら、近畿地域学術研
修会での管理士部会にも参加し、意見交換や今後の
活動についても話し合った。

4．【情報事業】（編集・情報）
（1）編集事業は「京放技ニュース」の発刊につい
て、例年通り毎月発行し会員に対して情報を提供す
ると共に内容の充実を図る目的でいろいろと工夫を
重ね、年報改め「京都府放射線技師会雑誌」として
府民にも読んでいただける内容のものを発刊しまし
た。

（2）情報事業は、常にホームページの充実を進める
と共に一般の方に医用放射線・医療被曝について理
解をされるよう啓蒙すると同時に、内容の充実や

メールによる質問・問い合わせに迅速かつ適切に対
応した。また、ホームページを新しくリフレッシュ
しました。会員に対しては、日放技・京放技のさま
ざまな情報の提供を正確に伝えるよう努めた。さら
に、公益法人として事業計画、予算書、役員名簿、
定款、事業報告、決算などを掲載するようにした。

5．【厚生事業】
（1）厚生事業は、今年度の近畿野球大会は京都府は
3 位に終わった。ボウリング大会をしょうざん光悦
芸術村にて開催し 16 名の参加で楽しい親睦となり
ました。囲碁については「月例会」をはじめ「京都
府大会（近畿大会予選）」も行い、平成 23 年１月 16
日開催された「近畿地域放射線囲碁大会」に挑み、
見事逆転優勝をしました。

「フレッシュ放射線技師の集い」は、6 月 19 日（土）
ホテルセントノーム京都にてフレッシュ技師 22 名・
会員 43 名の参加を得て開催した。また今年度は「新
年会」を平成 23 年 1 月 22 日（土）メルパルク京都に
て開催し 57 名の参加で盛況でありました。

6．【その他】
（1）表彰については、今年度は日本放射線技師会勤
続 50 年・30 年が表彰されました。

（2）新公益法人関係については委員会を 4 回開催し、
また、京都府が行った説明会（2 回）・個別相談に出
席するなど準備を進めた。
　最後になりましたが、平成 22 年度の事業が概ね
遂行できましたことは、各理事・委員および会員各
位のご協力とご理解の賜物と感謝いたします。
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広報・渉外活動
　平成 22 年度の広報・渉外活動は、『第 45 回京都病
院学会』と『第 37 回くらしと健康展』について委員
長の新井が担当責任者として事業を遂行し、各事業
の応援を三浦健一委員（第二岡本総合病院）、渡里弘
委員（京都九条病院）の両名にお願い致しました。
　各事業の実行・準備委員会および各事業の開催に
は、社団法人京都府放射線技師会の代表として委員
長が出席および参加し、他の医療団体や関連団体と
の交流を深め意見を交わし、府民に対しては医療用
放射線の利用に関する相談や啓発活動などにより、
各事業の公益性・社会性を啓蒙しました。また、各
事業の運営には日常業務が忙しい中、各会員に協力
をお願いしました。
各事業報告

【第 45 回京都病院学会】
　本年度も平成 22 年 6 月 13 日（日）、京都府医師会
館（一部は京都市立看護短期大学）において『第 45
回京都病院学会』が開催されました。本学会は昭和
40 年から始まり、京都府下の病院で構成される京都
府病院協会・京都私立病院協会が共催し、全職種の
方々を参加対象として京都府・京都市・京都府医師
会の後援をしてもらい、地域に密着した特色のある
学会として毎年開催されております。今回は 45 回
と云う節目の学会で、旧医師会館においての最後の
学会となりました。
　学会の準備 ･ 開催に向けて、実行委員会は寒い時
季の 2 月から始まり 6 月まで計 6 回を重ね、各団体
の代表者が日常業務の合間を縫い一同に会し開催さ
れました。
　本会も主催団体の一員として、放射線部門の演題
について 3 名の座長を選出し、各会場のＰＣプロ
ジェクターなどの操作を担当するスタッフとして 8
名と実行委員 1 名の計 9 名が運営にあたりました。
今回の総演題数は、417 演題と昨年より 1 演題増加
しました。今までの最高の演題数のため、開始時間
を繰り上げて終了時間を延長して、昨年と同様に 5
会場にて運営を行いました。なお、放射線部門の演

広報・渉外委員長　新　井　　喬
題数は 24 演題となり、昨年より 10 演題の減少とな
りました。
　発表においては USB フラッシュメモリの使用、
動画とタイマーなどは禁止などのルールをお願い
し、運営の効率化を目指しましたが、やはり発表時
間不足、パワーポイントの動作不良などが発生し次
回への問題点となりました。また、近年の不景気に
よりこの数年来、学会への広告収入はより減少して
おり、学会は厳しい運営を余儀なくさせられています。
　本年度のメインテーマを ｢脳卒中の地域連携｣ と
し、京都大学脳神経外科教授の宮本亨先生にご講演
いただき後、市田医院副院長の市田哲郎先生の基調
講演「在宅・居宅側からみた地域連携」に続いて脳
卒中の地域連携部門 7 演題の後にシンポジウムが行
われました。
　また、特別講演では、「茶は薬用によりはじまる」
と題して武者小路千家 第十四代家元 千宗守先生の
お話しでした。講演内容はお茶の歴史や成り立ちか
ら始まり、茶というものは、特に抹茶はお薬として
用いられそれを受け入れた支配者がいたことにより
発展し現在に至るというお話でした。当日はかなり
の蒸し暑さと雨まじりの天候でしたが、学会は盛況
のうちに終わりました。
　本年の実行委員も含めた学会の総参加者数は 1889
名（前年度 1920 名より 31 名減）、そのうち診療放
射線技師は 120 名（前年度 12 名減）の参加でした。
なお、座長を担当された 3 名の会員は以下の方々で
す。（敬称略）
岡田　知之（公立山城病院）
山根　稔教（公立南丹病院）
中田　博之（三菱京都病院）

【第 37 回くらしと健康展】
平成 22 年 9 月 18 日（土）・19 日（日）の 2 日間に
わたり ｢第 37 回くらしと健康展｣ が京都府総合見
本市会館（パルスプラザ）にて、『目指そう！ここ
ろとからだの健康』を今回のテーマとして開催され
ました。（なお入場料は無料）
　 開催に向けて各団体の代表が 5 月に一同に会し

◇　社　会　事　業　◇
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実行委員会が計４回開催されました。
　本年は、放射線コーナーでは昨年と同様に、写真
展示、パネル展示、パンフレット配布、放射線相談
コーナー、年間被曝推測チェックと CR 写真デモ機
器の閲覧などを行いました。
　相談コーナーでは放射線管理士会の方々に協力し
ていただき、カウンセリングの内容の充実を図りま
した。又、計算ソフトを用いた《年間被曝推測チェッ
クコーナー》では、来場者に撮影回数・内容を申告
してもらい自然被ばくを含めた数値を算出し、医療
用放射線を利用した検査の安全性を理解してもらっ
ています。今回は、病気・検査に関するパンフレッ
トを見て質問する人が多くいましたが、事前から質
問や相談することを考えて来る人はかなり少なく
なってきています。本会コーナーへは、初日と２日
目をあわせて 80 名（昨年より 4 名減）の来場者と
なりました。相談コーナーでは被ばく関連の相談 ･
質問のほか、認知症 / 糖尿病 / 前立腺のパンフレッ
トを見て病気や検査内容に関する問い合わせのほか
検査費用の問い合わせもありました。質問される人
は高齢の方が多く、健康や病気に気をつけてほしい
中高年の方がより少なくなりました。この機会に、
検診や予防医学の啓発・増進も考慮する必要もある
かと思います。そのため、今回は放射線治療と検診
に関するパネルを 2 枚作製してもらいました。しか
し、相談をとおして 1 人でも多くの人が、放射線や
検査に対する不安や心配を解消して、積極的に治療
や検査をしてもらえるようにと思います。最後に、
残念ながらこの事業は、京都府の見直し検討対象事
業のため、年々、規模や予算は縮小してきています。
　なお、出務していただいた会員は以下の方々です。
　（敬称略）
山根　稔教（公立南丹病院）
田中　　亮（亀岡シミズ病院）
中島　智也（田辺中央病院）　
安藤　博敏（綾部ルネス病院）

【京都プライマリ・ケア協議会】
　今年度の京都プライマリ・ケア協議会の事業活動
はありませんでした。日本プライマリ ･ ケア学会近
畿地方会として加古川市で開催されました。当会か
らは京都プライマリ・ケア協議会に対して、一般の
皆様に診療放射線技師業務の内容および医療用放射

線利用の安全性を理解していただけるような事業を
開催してもらえるように要望しています。
＊その他に、本会が参画できる事業には積極的に参
　加し、社会事業の機会を広げていきたいと思って
　います。なお、今年度の『ピンクリボン京都
　2010』に当会から４名の会員がボランティアとし
　て昨年に続き参加しました。

【無資格者対策】
　医療用放射線を用いた検査による被ばくにつきま
しては、｢くらしと健康展｣ などにて一般の方々か
らの数多くの不安や質問を聞いてまいりました。ピ
ンクリボン運動による乳がん検診におけるマンモグ
ラフィーの啓蒙活動、「がん対策基本法」の制定に
よる〈がんの放射線治療〉の推進などにより、行政
による医療における放射線利用の取り組みは以前よ
り増進してきています。
　そして、医療用放射線機器はより高度化・専門化
となり、その取り扱いについては専門職である私た
ち診療放射線技師が、受検者が安心して検査を受け
られるように慎重に取り扱うべきものであり、一方
管理責任者は診療放射線技師法に制定されている法
定独占業務を尊重し、当然に法令遵守をしなければ
ならないことです。また、私たちが最新の知識や技
術を日常業務に還元することは、公益性・社会性の
活動の側面もあると言えます。無資格者が医療用放
射線を取り扱い、無用な放射線を一般の方々に照射
することは、受検者の検査の不利益になる可能性は
大きく、安全・安心の医療の確保・維持を保証する
ことは不可能です。
　無資格者による医療用放射線の取り扱いは、【医
療被ばくの正当性・適正化・低減化】を謳っている
日本放射線技師会および当会の立場から、また、コ
ンプライアンス重視の社会的意義および診療放射線
技師法違反の観点からも見過ごすことのできないこ
とです。
　本会としても、機会のある度に関係諸団体、監督
官庁に協力を要請してまいりました。本年度も昨年
と同様に、平成 23 年 2 月 1 日付で京都府保健福祉部、
京都市保健福祉局、京都府医師会、京都府歯科医師
会、京都私立病院協会あてに『無資格者による診療
放射線技師業務の防止に関する要望』書を提出いた
しました。（要望書については参考資料を参照）
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　平素は、当技師会の年間を通した公益性・社会性のある事業活動ならびに運営につきましては、格別の理解
と御高誼を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、標記の件につきましては、貴職におかれましても既に御高配のことと存じます。当会は、医療におけ
る診療放射線技師業務の技術向上と職能の資質改善に日々邁進しております。そして、医療用放射線の最新の
知識や技術を取得し、日常業務では一般の方々に対して良質で診断価値の高い画像を、臨床現場に提供してお
り、公益性のある社会事業活動の一面でもあります。また、この業務は国の制定する〔診療放射線技師法〕に
よる法定独占業務であります。しかし、コンプライアンスが重要視される社会の中で、一部の医療機関において、

〔診療放射線技師法〕に違反する行為が未だに報道されることは、甚だ残念な思いであります。
　「無資格者による診療放射線技師業務」は違法行為であり、本人だけでなく管理者も責任を問われる可能性
は十分にあります。当然、画像診断の情報量不足や被ばく線量低減の観点からして、一般の方々に対して不利
益を被る可能性が大きくあります。昨今、医療用放射線機器の機器操作はより簡便化になっており、その反面、
被ばく量の低減、最良な撮影条件等や経験や知識を要する画像処理技術を最適化すること、及びそのような環
境を維持 ･ 整備するための機器の使用安全管理業務は無資格者には不可能なことです。
　また、平成 22 年 4 月 30 日付の厚労省からの通知では ｢チーム医療の推進について｣ 言及し、①画像診断に
おける読影の補助を行うこと②放射線検査等に関する説明・相談を行うことに診療放射線技師を積極的に活用
することが記されています。すでに『がん対策基本法』も制定され、ガン治療にも放射線治療や的確な画像診
断が必要視されています。従って、当会は安全 ･ 安心で質の高い診療放射線業務を確保し継続する義務があり
ます。その状況の中で、業務内容の高度化・専門化に対応し、各学会を中心に主な分野の専門技師制度も始動
しています。ゆえに、「無資格者による診療放射線技師業務」は、放射線検査の有益性だけではなく医療全体
の一般社会への公益性・公共性を損なう可能性が十分にあります。
　当会としましては、一般の方々に対する医療用放射線利用の正当化 ･ 最適化・被ばく線量の低減化および社
会への公益性・公共性の毀損の可能性の見地から、「無資格者による放射線技師業務」の違法行為を看過する
ことはできません。
　貴職にはご多忙のことと存じますが、上記の要望をご賢察のうえ関係下の医療機関に対して、〔診療放射線
技師法〕の周知および賛同と法律の遵守をして頂き、「無資格者による診療放射線技師業務」の根滅を期する
ため、幾らかのご配慮を賜りたく、本年も重ねてお願い申し上げます。

参考資料 （社）京放技－＊＊号
平成 23 年 2 月 1 日

「無資格者による診療放射線技師業務の防止に関する要望」

京都市保健福祉局・京都私立病院協会
京都府健康福祉部・京都府歯科医師会
京都府医師会

××　　殿 社団法人　京都府放射線技師会
会長　轟　　英彦
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学術委員長　原　口　隆　志

　平成 22 年度の研修事業は、市内地域での定例研
修会を 7 回開催し、そのうち両丹地区での夏季研修
会を開催、1 月研修会では市民公開講座を開催し、
近畿学術大会ではシンポジストの参加依頼での協力
を行いました。さらに日放技主催基礎講習会開催や、
管理士会研修会での受付等の協力と多くの事業に携
わってきました。
　事業報告に際し京都府放射線技師会役員、並びに
会員各位のご協力に感謝の意を表します。
　研修会の主な内容としては、4 月に 529 回研修会
として①「放射線管理士からアンケート報告」②「日
本放射線技師会の認定制度について」③「診療報酬
の動向」と 3 つのテーマで講演をお願いいたしまし
た。①では放射線管理士会の山根氏より平成 19 年 4
月の医療法改正に伴い、医療放射線機器管理の現状
を把握し、問題点や課題を明らかにする為に行った
アンケートについて報告していただきました。②に
ついては轟会長より、現在の認定資格や国際認定、
ＡＤセミナー等の新たに提案されている枠組みにつ
いての目的や動向について詳しく述べていただきま
した。③については（株）エーザイの森川氏に 2010
年度診療報酬改定について基本方針から私たちに
とって非常に重要な画像診断での点数の改定につい
て具体的に解説していただきました。
　6 月には全地区委員会とフレッシュ技師の会と同
日に 530 回研修会を開催しました。テーマは①「診
療報酬改定について」として第一三共株式会社より
病診・病院連携を含め講演をしていただき、②「フィ
ルムレス環境に向けた新たな検像スタイル」として
大阪医科大の石浦氏より様々な取り組みについて講
演をしていただきました。そして③「心臓の解剖学」
として舞鶴共済病院の北井氏に AHA 分類を中心に
動画を含めわかりやすく解説していただきました。
　9 月には両丹地区での夏季研修会を 2 日間で行い、
1 日目には 5 題の演題発表を行ないました。2 日目
にも 5 題の演題発表を行ない、盛況に開催できたこ
とは両丹地区の役員や会員のご協力のたまものだと
思っており、感謝しております。

◇　研 修・研 究 事 業　◇

　そして、11 月には第 532 回研修会として夜間開催
にて①「マンモグラフィーでの QC について」とし
て大阪医科大の森永さんより自施設での取り組みの
紹介の後、②として若手による 5 題の発表の場を設
けました。今回新たに学生の参加もあり、大変意義
があるものであったと思います。最後に教育講演と
して「急性膵炎における CT 検査」をテーマに京放
技副会長の河本氏による講演を行っていただき、全
体を通して非常に有意義な会となりました。また、
研修会終了後、学生とともに情報交換会も行いまし
た。
　12 月には管理士講習会での協力と、日放技主催の
基礎講習 MRI セミナーを近畿ブロックのひとつと
して京都会場で開催されました。近畿の多くの講師
の助けもあり、114 名と多くの参加があり、無事終
了しました。
　そして 1 月には市民公開講座を第 533 回研修会と
して開催しました。テーマを『生活に大事な手』と
して、特別講演：「生活に大事な手（手の低侵襲手
術について）」では宇治武田病院院長の勝見泰和先
生に講演をお願いし、手は非常に大事な部分であり
どのようにして治療を行っていくのか詳細に解説し
ていただき、非常に有意義な講演となりました。そ
の後、会長講演として日放技の中澤会長による講演
をはさみ、MRI・CT における一般市民向けの講演
を大阪医大の中浦氏、京都大の小泉氏に講演をして
いただきました。
　今回市民公開講座が開催にあたり、多くの関係者
のご協力のもと、無事終了できたことについて感謝
いたしております。
　2 月には和歌山県のプラザホープにおいて近畿地
域学術研修会が『いま一度基礎を見つめ直そう～ 
初心に帰って謙虚であれ～ 』というテーマで開催
されました。午前には基調講演『時代の潮流と放射
線技師会の役割』として中澤日放技会長の講演が行
われ、特別講演『コーチング技術を学ぼう』として
TERU コミュニケーションステージ代表渡辺氏によ
る講演、ランチョンセミナーを挟み午後からは市民
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公開講座を『戦国武将の脳に学ぶ』をテーマに和歌
山県立医科大学理事長の 板倉徹先生によって、戦
国武将の行動からの分析を詳細に解説されました。
その後のシンポジウムとして近畿各府県から『新人
教育にあたり伝えたいこと』として、各府県がモダ
リティごとを担当して講演を行いました。その中で
京都府は CT を担当し、済生会京都府病院の後藤氏
に講演を行っていただきました。
　3 月には（株）エーザイ京都支店会議室にて地区合
同研修会を行いました、多彩な内容で発表が行われ
有意義な研修会であったと思います。
　また、例年 3 月開催していました京都市消防局協
力による上級救命講習については、例年に比べ参加
申し込みが少なく、京都市消防局では数多く講習会
を開催して多忙ということもあり、本年度は開催い
たしておりません。

　以上今年度の総括とします、来年度の平成 23 年
度につきましても、さらに会員にとって有意義な研
修会の開催を目指していきたいと思っております。
皆様のご理解ご協力の程よろしくお願いいたしま
す。

■１．平成 21 年度委員構成
　【両丹地区】
　 今井　敬治　　京都ルネス病院
　【市内担当】
　 北村　　真　　明治鍼灸大学附属病院
　 後藤　　正　　済生会京都府病院
　 林　　浩二　　洛和会音羽病院
　 森永　泉美　　大阪医科大学附属病院
　 四丸　真俊　　宇多野病院
　 田中　史男　　十条リハビリテーション病院
　 原口　隆志　　宇治武田病院

■２．研修会場と開催日時
　 会場：メルパルク京都、
　　　　　（株）エーザイ京都支店　会議室、
　　　　　島津製作所　三条工場研修センター
　 日時：第２土曜日（もしくは日祭日及び夜間開催）

以下、研修会報告を掲載します。
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■ 3. 平成 22 年度研修会開催一覧

      平成22年 演　題　名 所 属 演 者 名 会 場 参加者

第 529 回 研 修 会
2010 年 4 月 24 日

①放射線管理士からアンケート報告
②テーマ：「日本放射線技師会の
　　　　　認定制度について」
③テーマ：「診療報酬の動向」

管理士会　　　　　　
京都府放射線技師会会長

エーザイ株式会社

山根　稔教
轟　　英彦

森川

エーザイ
京都支店

42

第 530 回研修会
2010 年 6 月 19 日

特別講演 1：「診療報酬改定について」
特別講演 2：「フィルムレス環境に
　　　　　向けた新たな検像スタ
　　　　　イル（検認）」
教育講演：「心臓の解剖学 ”AHA
　　　　　分類を中心に ”」

第一三共株式会社　　
大阪医大　　　　　　

舞鶴共済病院

石浦基文　

北井孝明

ホテルセン
トノーム

京都

第 531 回研修会
夏季研修会

2010 年 9 月 4 日
　1 日目

第 531 回研修会
夏季研修会

2010 年 9 月 5 日
　2 日目

第 532 回研修会
2010 年 11 月 19 日

「当院におけるＣＴコロノグラフィー
における取り組みについて」

「軽度認知障害（ＭＣＩ）における　
ｅＺＩＳとＶＳＲＡＤとの比較検討」

「マンモグラフィー専用診断システムの紹介」
「 睡眠時無呼吸症候群検査について　
～ＣＰＡＰ療法を体験して～」

「デジタルマンモグラフィの最新情報」

「 ｉＰｈｏｎｅを使った遠隔画像
閲覧システムの使用経験」

「各モダリティーにおける急変時
対応マニュアルの作成」

「心臓の解剖学」
「ヨーロッパ放射線学会報告」1　
「ヨーロッパ放射線学会報告」2

テーマ：「マンモグラフィーでの　
　　　 ＱＣについて」
テーマ：若手技師による発表（4～6演題）

「当法人の健康管理センターにお
ける乳がん検診の現状」　　　　

「創外固定具使用患者撮影におけ
る撮影法の確立」第一報

「創外固定具使用患者撮影におけ
る撮影法の確立」第二報

「トモシンセシスにおける画像再
構成高さと断層厚の関係」
 

「リスのリスクを知ってグ（リ）ッドな写真を撮ろう！」
教育講演：「急性膵炎におけるＣＴ検査」

宇治武田病院　　　　

綾部市立病院

エルクコーポレーション
京都ルネス病院

ＧＥヘルスケア・ジャパン

洛和会音羽病院

福知山市民病院　　　

舞鶴共済病院　　　　
舞鶴共済病院
舞鶴共済病院

大阪医科大学附属病院

田辺中央病院　　　　

大阪医科大学附属病院

大阪医科大学附属病院

京都医療科学大学　　

京都第二赤十字病院　
京都第二赤十字病院

原口　隆志

井田　正明

神原　尚男
今井　敬治

海野　　柔

草木　晴香

山本　香織

兵藤　康弘
北井　孝明
小川　　武

森永　泉美

中村　朗子

下和田悠斗

須藤安希子

宇野　貴大
（学生）
（共同演者河野

優介、遠山景子、
笠井俊文）
山添　元士
河本　勲則

マ リ ア ー
ジュ玉姫殿

マ リ ア ー
ジュ玉姫殿

メルパルク
京都

46

31

48

47（非
会 員
8 名）
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　　平成22年 演　題　名 所 属 演 者 名 会 場 参加者

基調講演：『時代の潮流と放射線技師
　　　　　会の役割』
特別講演：『コーチング技術を学ぼう』
ランチョンセミナー：
Ⅰ「胸部Ｘ線写真読影の基礎」
Ⅱ「腹部ＭＲＩ読影の基礎」
市民公開講座：『戦国武将の脳に学ぶ』
シンポジウム：「新人教育にあたり伝
　　　　　　　えたいこと」

日本放射線技師会会長

ＴＥＲＵコミュニケーションステージ

和歌山県立医科大学准教授
和歌山南放射線科クリニック
和歌山県立医科大学理事長
京都府放射線技師会
滋賀県放射線技師会
大阪府放射線技師会
奈良県放射線技師会
兵庫県放射線技師会

中澤　靖夫

渡部　照子

園村　哲郎
寺田　正樹
板倉　徹　
後藤　正　
上久保賢二
圓尾　圭司
南部　秀和
上田　治

第 534 回研修会
地区合同研修会

2011 年 3 月 13 日

第 533 回研修会
（市民公開講座）
2011 年 1 月 22 日

『腹部ＭＲＩ撮影のひと工夫』
『各モダリティーにおける急変時対
応マニュアル』

『３ＴＭＲ I の使用経験』
『20 歳代の診療放射線技師のモチ
ベーションについて』

『ライフセービング活動について』
『当院における冠動脈 CT』
『当院における乳腺MRIの取り組み』

大阪医科大学附属病院
福知山市民病院

宇治徳洲会病院
京都医療科学大学医療科学部

京都逓信病院
もりした循環器科クリニック
京都府立大学附属病院

松本　洋一
山本　香織

荒本信之介
遠山　景子

國分　　武
芝田　達郎
池野　寛康

エーザイ
株式会社
京都支店
会議室

77（内
非 会
員 ・
一 般
17 名）

『頚動脈プラークのＭＲＩイメージ』
『HOP-MRI について』
『MRI の基礎編　FOV』
『３T ‐ MRI の臨床応用における
課題と展望』

『放射線技師が携わったＩＣＴの活動報告』
『造影剤の使用目的』
『デジタルマンモ撮影装置の紹介』
『ＦＰＤの最新アプリケーションの紹介』

舞鶴医療センター
京都丹後市立弥栄病院
綾部市立病院
フィリップスエレクトロニクス

市立福知山市民病院
舞鶴共済病院
島津製作所
島津製作所

廣畑　謙一
平林　良介
村上　昭彦
井上　泰吉

吉見　祐哉
兵藤　康弘
森　　達弘
角川　元延

綾部市立病院

たかた荘

34

222

114

和歌山県勤
労福祉会館
プラザホープ

平成 22 年度近畿地域
学術大会

2011 年 2 月 20 日
テーマ：

『いま一度基礎を見
つめ直そう～ 初心に
帰って謙虚あれ～ 』

特別講演：『生活に大事な手（手
　　　　　の低浸襲手術について）』
会長講演：『市民に見える診療放
　　　　　射線技師』
教育講演：「手のＭＲＩについて」
　　　　　「整形領域のＣＴにつ
　　　　　いて」

宇治武田病院院長

日本放射線技師会会長

大阪医科大学附属病院
京都大学医学部附属病院

勝見　泰和

中澤　靖夫

山村憲一郎
小泉　幸司

メルパルク
京都

春季研修会
2010 年 6 月 12 日

冬季研修会
2011 年 2 月 19 日

　　
診療放射線技師基礎講習 日本放射線技師会推薦

キャンパス
プラザ京都

2010 年 12 月 19 日

『ＭＲＩの安全管理』
『各施設における MRI 撮影時の安全
対策について』

舞鶴共済病院
市立福知山市民病院
京都府立与謝の海病院
丹後中央病院
舞鶴赤十字病院

小川　　武
三輪　昂太
大下　安彦
由良　光生
藤原　　朗

綾部市立病院
秋季研修会

2010 年 12 月 4 日
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　平成 22 年度の編集事業は、例年通り毎月 1 日に「京
放技ニュース」を発刊、年度末には京放技の雑誌を
製作しました。京放技ニュースは研修会や行事等の
イベントの案内・報告、日本放射線技師会の重要な
お知らせ、会長・副会長の意見などを掲載しました。
　編集委員は初めての経験でもあり、多々ご迷惑を
おかけしたこともあったかと思いますが、京放技
ニュースに対する意見・ご要望、原稿の投稿などご
ざいましたら事務所まで FAX か電話でお願いしま
す。

■発刊書籍
京放技ニュース 通算 599 号（H22 年 4 月号）　 8 項
　　　々　　　 通算 600 号（H22 年 5 月号）　 8 項
　　　々　　　 通算 601 号（H22 年 6 月号）　 8 項
　　　々　　　 通算 602 号（H22 年 7 月号）　 6 項
　　　々　　　 通算 603 号（H22 年 8 月号）　 6 項
　　　々　　　 通算 604 号（H22 年 9 月号）　 4 項
　　　々　　　 通算 605 号（H22 年 10 月号）　6 項
　　　々　　　 通算 606 号（H22 年 11 月号）　4 項
　　　々　　　 通算 607 号（H22 年 12 月号）　6 項
　　　々　　　 通算 608 号（H23 年 1 月号）　 6 項
　　　々　　　 通算 609 号（H23 年 2 月号）　 8 頁

（別刷り）平成 23 年度事業計画（案）・予算書案（案）頁
京放技ニュース 通算 610 号（H23 年 3 月号）　8 頁
平成 22 年度京都府放射線技師会臨時総会資料
平成 22 年度　京都府放射線技師会（年報）

編集委員長　中　島　智　也

■編集委員会構成
　　村上　雅之　（京都大学医学部附属病院）
　　中島　智也　（田辺中央病院）
以上 2 名と河本副会長で行いました。

◇　編　集　事　業　◇

厚生委員長　中　川　稔　章

　平成 22 年度厚生事業活動の概況を報告致します。
田中理事、上原委員、金津委員、西本委員、吉田委
員の 6 名にて、京都府放射線技師会が推進している
地区活動及び会員相互の親睦を目的に一年間活動し
てきました。今年度も会員の協力のおかげで事業を
無事行うことができました。

■担当委員
　　上原　秀夫　京大病院
　　西本　岳　　京都第二赤十字病院
　　吉田　忠剛　洛和会音羽病院
　　金津　武弘　自宅（囲碁担当）
　　田中　久志　堀川病院（北地区理事）

■フレッシュ放射線技師の集い
　6 月 19 日（土）全地区委員会開催後、ホテルセン
トノーム京都にて開催しました。フレッシュ技師
22 名、会員 43 名が参加。轟会長の挨拶後、森名誉

◇　厚　生　事　業　◇

会員の乾杯により始まりました。今年は大阪医大の
技師さんたちに進行をお願いし、フレッシュ技師の
紹介をインタビュー形式で楽しく進行していただき
会を盛り上げていただきました。フレッシュ技師の
方々は、他の施設とまだ交流が少なく、熱心に若手、
ベテラン技師の話に耳を傾けていました。また、フ
レッシュ技師の話も聞くことができ、楽しいひと時
を過ごすことができました。

■第 57回近畿地域放射線技師会野球大会
　11 月 7 日（日）あやしい空模様の中、第 57 回近畿
放射線技師会野球大会が和歌山県紀の川市「貴志川
スポーツ公園」にて開催されました。
　今年こそはなんとか優勝をとがんばりましたが、
残念ながら 3 位に終わりました。
　1 回戦は投打がうまくかみ合い、滋賀県に 6 対 2
と快勝しました。2 回戦は開催県でシードの和歌山
県との対戦でした。1 回戦の勢いそのままに試合に
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望みましたが、１回表に 3 点先制され、その裏すぐ
に逆転するも悪い流れを断ち切れず、ずるずると得
点され一歩およばず 7 対 5 で敗退しました。気を取
り直して臨んだ 3 位決定戦は、本日 3 試合目でメン
バーの疲労も目に見える形となり心配しましたが、
打者一巡の猛攻などで快勝しました。

【１回戦】
京都府　22011 ＝ 6
兵庫県　10100 ＝ 2

【準決勝】
和歌山県　31210 ＝ 7
京都府　40100 ＝ 5

【３位決定戦】
兵庫県　010000 ＝ 1
京都府　008100 ＝ 9

優　勝　大阪府
準優勝　和歌山県
 3　位　京都府
 4　位　兵庫県
 5　位　奈良県
 6　位　滋賀県

■京都府放射線技師会新年会
　平成 23 年１月 22 日（土）市民公開講座の後、メル
パルク京都にて京都府放射線技師会新年会を開催し
ました。参加者は 57 名（賛助会員含む）でした。
午後 6 時より轟会長の挨拶に始まり、中澤日本放射
線技師会会長の挨拶、小倉名誉会員の乾杯の音頭に
より、新年会を楽しく始めさせて頂きました。今年
も賛助会員の自己紹介をしていただいたり、会員そ
れぞれの近況などいろいろな情報を交換したりして
おおいに盛り上がりました。午後 8 時、河本副会長
の閉会の挨拶により、和やかなうちに終了いたしま
した。

■第 22回近畿地域放射線技師会囲碁大会
京都府予選会
　12 月 12 日（日）京都府放射線技師会会議室にて
開催しました。

【予選参加者及び成績】
1 位 小林　徹　4 勝 1 敗
2 位 藤田瑞穂　4 勝 1 敗
3 位 荒木信義　3 勝 2 敗

4 位 笹井清司　3 勝 2 敗
5 位 古川　襄　3 勝 2 敗
6 位 江南伸治　2 勝 3 敗
7 位 森江　彰　2 勝 3 敗
8 位 金津武弘　1 勝 4 敗
9 位 轟　英彦　0 勝 4 敗
以上　上位 5 名出場決定

■近畿大会
平成 23 年 1 月 16 日（日）滋賀県の大津プリンスホテ
ルにて、近畿 2 府 4 県各地区の予選を勝ち抜いて来
た精鋭の囲碁愛好者および関係者 54 名が集い開催
されました。
　滋放技　田中担当理事の開会宣言後、滋賀県小川
会長の挨拶があり、小菅競技責任者より、近畿囲碁
大会の創設者でもある大放技の長船名誉会員へ卒寿
記念品を選手を代表して贈答、その後競技説明があ
り早速熱き戦いが始まりました。
　3 回戦を終了して連覇を狙う奈良が 3 連勝で暫定
１位、京都、兵庫 2 勝 1 敗で暫定 2 位タイ、滋賀、
大阪、和歌山が 1 勝 2 敗で暫定 4 位タイ、順位は 4
回戦で決まることになった。京都対兵庫、これに勝
てば他力本願ながら優勝の目が出てくる。奈良は地
元滋賀と対戦。京都が兵庫に勝ち滋賀が奈良に勝て
ば 1 位で並ぶがあとは勝ち数が関係する。結果は京
都 4 勝 1 敗で兵庫に快勝し、滋賀対奈良は滋賀が 4
勝 1 敗で奈良に勝利した。最終戦で団体 3 勝１敗
で奈良と京都が並んだが勝ち数が京都は 12 勝 8 敗、
奈良は 11 勝 9 敗のため京都がついに逆転優勝！　
　来年の大会は兵庫県にて開催予定です。
なお敢闘賞には古川　襄選手が受賞されました。

団体の部
1 位　京都府　　3 勝 1 敗（12 勝  8 敗）
2 位　奈良県　　3 勝 1 敗（11 勝  9 敗）
3 位　滋賀県　　2 勝 2 敗（11 勝  9 敗）
4 位　兵庫県　　2 勝 2 敗（10 勝 10 敗）
5 位　大阪府　　1 勝 3 敗（ 9 勝 11 敗）
6 位　和歌山県　1 勝 3 敗（ 7 勝 13 敗）

個人の部
荒木信義選手　2 勝 2 敗
小林　徹選手　3 勝 1 敗
笹井清司選手　3 勝 1 敗
藤田瑞穂選手　1 勝 3 敗
古川　襄選手　3 勝 1 敗



51

　平成 22 年度は京都府下への新入職者調査事業、
全地区委員会の企画及び施行、21 年度実施しました
調査事業の集約、各地区の連携強化の 4 つを柱とし
た事業計画案に基づいて事業を行いました。
　年度初めの 4 月下旬より各会員施設 117 施設、学
校 6 校へ新入職者の紹介依頼を実施。6 月 19 日ホテ
ルセントノーム京都にて全地区委員会の開催。
また、各地区委員会への出席を行いました。
新入職者の調査は各会員施設宛へ入職者の調査を実
施していますが、全ての情報を網羅できていない現
状であります。今後の調査方法を含めて検討する必
要があると考えます。
　全地区委員会は今年度も会議前にミニセミナーを
実施しました。21 年度に引き続き手話を取り上げま
した。講師として松下記念病院の馬庭淳氏（大放技）
に『やさしい手話講座：アイ・ラブ・コミュニケーショ
ン』という聴覚障害者とのコミュニケーションに関
してお話いただきました。
　会議は京都府放射線技師会の事業説明、各地区か
らの事業報告、生涯学習システム、京放技及び日放
技への質問や意見交換を中心に行いました。
　調査事業としては昨年実施しました教育に関する
アンケートの集約を行いました。
　また今年度新たに厚生委員会と協力を行い、新入
会及び転入会を中心とした京放技会員の親睦会及び
ボウリングを京放技学遊会と命名し実施しました。
次年度は事業としてより多くの会員の親睦につなが
ることを期待しています。

組織調査委員長　久保田　裕一

◇　組　織　調　査　事　業　◇

各事業の詳細を報告します。
■担当委員
　前　田　冨美恵　　（京都市立病院）
　蒲　　順　　之　　（大島病院）
　熊　井　由　昌　　（大阪医科大学附属病院）
　平　田　紗知子　　（関西医科大学枚方病院）
　松　元　　誠　　　（松下電器健康管理センター）
　久保田　裕　一　　（関西医科大学枚方病院）
以上 6 名にて組織調査事業を行いました。

■ 22年度活動年表
 4 月 5 日　組織調査委員へメール配信
 4 月 30 日　新卒者就職先調査依頼を 6 学校、
　　　　　　117 会員施設へ発送作業　　　 
 5 月 26 日　新入会案内、フレッシュ診療放射線
　　　　　　技師の集い案内発送（34 名）
　　　　　　全地区委員会案内発送（32 名）
 6 月 2 日　東地区委員会参加
 6 月 8 日　組織調査委員会
 6 月 19 日　全地区委員会開催
 9 月 10 日　教育に関する調査結果ホームページ掲載
 9 月 24 日　西南部地区委員会出席  
 9 月 30 日　組織調査委員会
11 月 16 日　西南部地区委員会出席
12 月 2 日　組織調査委員会
平成 23 年
 2 月 5 日　京放技学遊会　案内発送作業
 2 月 16 日　組織調査委員会
 2 月 26 日　京放技学遊会開催

■診療放射線技師の新卒者紹介
　6 校及び 117 会員施設宛てへ京都府下に就職され
た新卒者紹介の依頼を行ないました。32 名の紹介が
ありフレッシュ診療放射線技師の集いへの案内を発
送しました。

■全地区委員会
平成 22 年 6 月 19 日（土）午後 4 時 30 分よりホテ
ルセントノーム京都平安の間にて開催
出席者の内訳
地区委員 16 名、名誉会員 4 名、理事（会長、副会
長含む）16 名、監事 2 名、組織調査委員 3 名。以上
41 名の出席者により全地区委員会を開催しました。

全地区委員会内容
1．ミニセミナー（16：30 ～ 17：10）
　松元委員の司会進行により開始される。大阪府放
射線技師会の馬庭淳氏に『やさしい手話講座：アイ・
ラブ・コミュニケーション』と題して講演していた
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だいた。手話の実践、手話の特徴、手話の説明、手
話のコツ、医療現場での手話の実践、質疑など時間
が足りないほど内容の濃く、出席者が手話に関心を
持つよい機会となった。

2．委員会（17：20 ～ 18：30）
　久保田理事の司会進行により開始。轟会長より京
放技の事業報告の報告がなされた。年報の内容を一
新しました。個人情報への配慮により連絡先名簿は
削除しています。これは新公益法人に向けての事で
内容も会員及び京都府民まで幅広く見ていただける
ものになるように、一般市民にも親しみやすいもの
に改定しています。表紙も『年報』から『京都府放
射線技師会』と変えました。定款に関しても変更し
ています。研修会においては毎月１回、毎回１時間
半くらいのペースで行っていましたが、回数にこだ
わらず、毎回の時間長くすることで内容の充実化を
図っていこうかと思っています。
　河本副会長より日放技総会報告：スライドにて説
明がなされた。本会の事業・生涯学習において改
修・改革を行ってまいりました。チーム医療推進に
アピールしていきたいと考えています。その指針と
して診療放射線技師に関して、画像読影補助、検査
に関する説明・相談について行うこと 2 つが挙げら
れた。画像読影補助については我々の技術が高く評
価された。放射線科医との連携をしっかりと持たな
いといけない。特に厚生労働省との信頼関係の回復、
厚生労働省はじめ他団体の理解を得られなければ認
定制度の成功はないと思っています。公益社団法人
への移行に向けて日・放・技は各都道府県技師会と
強調・一体となって事業を進めて行きたい。よって、
日本放射線技師会会員は全て各都道府県技師会に所
属することを条件とする。平成 21 年度事業報告が
なされた。①診療報酬が 10 年振りにプラス改定と
なり撮影技術料が認められた。②会員だけではなく、
診療放射線技師全員を対象にｅ－ラーンニングによ
る生涯学習を構築し、実行した。③改定委員会を設
置し定款改正に向けて準備を行った。④ Ai ガイド
ライン作成の４点であった。平成 22 年度事業計画
は①生涯学習システムをさらにわかりやすくする。
②診療放射線技師：4 年制に合わせる。③診療報酬
改定④公益法人への移行⑤他団体との強調の５点で

あった。
　轟会長より教育関係：スライドにて説明がなされ
た。生涯システムの概要 : 診療放射線技師の使命（国
民の健康を守る）・生涯学習の目標
　応答をしっかりしていかないといけないのでＡＤ
セミナーを厚生労働省の後援にて技師基礎講習とし
て更新する。医療基礎コース・安全管理コース・技
術基礎コース・癌医療コース・画像読影コースの 5
つあるが会員だけではなく診療放射線技師全員が対
象となる。認定資格（管理士）を認定診療放射線技師

（5 年更新）と基礎の認定とし、日・放・技会員のみ
の認定とする。各種認定機構（技術学会など）の専門
技師を専門診療放射線技師（5 年更新）とし、日放技

（職能団体）を通じて厚生労働省に申請することで初
めて国に認められる資格となる。よって日放技に所
属していることはメリットとなる。技師診療放射線
技師の上に専門診療放射線技師を置く。技師会は職
能団体であるので、ベースアップを目標としており、
技術学会はスキルアップを目標としている。
　久保田理事の司会進行により各常務委員会の説
明、各地区の理事・委員紹介がなされた。
　質疑応答は北村副会長より地区委員への要望が
あった。京都府放射線技師会だけではありませんが、
年々会員が減少しています。興味がないからいいと
いうのではなく、職能団体として国へ働きかける大
きな力になる。大いに国に認められるように委員さ
んに精進を望みます。また新公益法人にならないと
せっかく払っていただいた会費を税金として持って
いかれます。組織率が下がっていくと後々、診療
放射線技師の立場がかなり危険な状態、例えば給
料 50％以下に下がるようなことが危惧されます。で
きるだけ多くの方に入会をしてもらい厚生労働省に
広告できるようにご協力のほどよろしくお願いしま
す。
　また轟会長より看護協会の組織率は 55％しかな
い。技師会は 65％程度であり 70％に戻すことが最
大の目標です。60％をきるような組織率では国は見
向いてくれない。との組織率の説明がなされた。
久保田理事より閉会の辞に終了となる（18 時 30 分）
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■調査事業
教育に関する調査の集約
以下添付資料

■京放技学遊会　試験的開催
　23 年度新事業にむけて平成 22 年 2 月 26 日に京
放技学遊会をしょうざん京都光悦村にて開催しまし
た。これは新入会及び転入会を交えた会員間のオリ
エンテーション＆親睦会として組織調査及び厚生委
員会で企画いたしました。今年度は案内の時間が短
く 16 名の参加数でしたが、内容に関しては出席者
からは好評をいただいた。更に多くの会員に参加し
ていただける会になるよう企画していきます。
　『京放技学遊会』とは、技師会を通じて色々な事
を学び、技師会員が共に遊ぶ会となることを願って
作った造語です。
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1.（4）貴施設の稼動装置（診療放射線技師が携わるもののみ）

2.（1）勤続年数

2.（2）役職について

1. 一般撮影		  　　125
2. X 線 TV		  　　107
3. 血管造影		  　　　84
4. CT		  　　　　　　115
5. MRI		  　　　　　　93

6. 核医学		  59
7. 放射線治療		  49
8. 超音波		  17
9. その他（骨密度）	 18
9. その他（ESWL）	 5

アンケート回収数 136名 /540 名（回収率 25.2％）

平成 21年度　京都府放射線技師会　教育に関するアンケート結果

1.（2）貴施設の病床数
なし
9.6%

1 ～ 19
3.7%

20 ～ 99
7.4%

100 ～ 499
44.9%

500 ～ 999
5.1%

1000 超
7.4%

不明
8.8%

1.（3）貴施設の技師数
1 人
4.4%

2 ～ 5 人
23.5%

6 ～ 10 人
21.3%

11 ～ 20 人
15.4%

21 人以上
30.1%

無記名
5.1%

1.（3）貴施設の技師数（非常勤の割合）
0%

67.6%
～ 10 ％

4.4%
～ 20％
5.1%

～ 30％
2.9%

～ 50％
7.4%

～ 99％
5.1%

100%
2.2%

無記名
5.1%

～ 5 年
14.0%

6 ～ 10 年
8.1%

11 ～ 20 年
34.6%

21 ～ 30 年
27.2%

31 年以上
14.0%

無記名
2.2%

1.（1）貴施設の病院区分
国立大学

2.2%
私立大学

12.5%
国公立
21.3%

私立
32.4%

企業
5.1%

医院
9.6%

健診関係
6.6%

定年退職
2.9%

その他
7.4%

1.（3）貴施設の技師会員数
～ 9％
2.2%

～ 59％
11.1%

～ 19％
7.4%

～ 69％
4.4%

～ 29％
7.4%

～ 79％
9.6%

～ 39％
4.4%

～ 89％
8.9%

～ 49％
8.9%

～ 99％
0.7%

100%
14.1%

無記名
20.7%



55

1.（1）技師会研修会の参加について

1.（2）技師会研修会で取り上げてほしい内容

2.（1）所属学会について

1.（4）貴施設の稼動装置（診療放射線技師が携わるもののみ）

・MRI 撮像技術：3 名		
・認定資格関係		
・各モダリティの基礎：4 名		
・施設見学		
・一般企業で扱われている内容		
・心電図		
・感染症		
・救急医療		
・タイムリーな内容；3 名		
・読影：4 名		
・各種セミナー		

日本放射線技術学会（60）		
日本消化器がん検診学会（7）		
日本放射線腫瘍学会（5）	
日本核医学技術学会（5）		
日本磁器共鳴学会（4）		
日本超音波学会（4）		
日本乳癌検診学会（3）		
日本放射線公衆安全学会

・撮影技術	
・医療の現状など	
・情報のセキュリティー	
・臨床講座	
・一般教養	
・血液検査について	
・英会話	
・超音波検査	
・著名人の講演	
・今のままでよい：2 名	

日本医学物理		
日本医学放射線		
日本アイソトープ協会		
日本核医学		
ハイパーサーミア		
日本放射線カウンセリング学会		
日本放射線技師教育学会		
日本医用画像管理学会
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2.（2）過去 3 年間、学術大会に参加したことがありますか

業務として認められていますか

2.（3）学術大会の発表を推奨していますか

出張費用は公費ですか

業務として認められていますか

2.（3）学術大会の参加を推奨していますか
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出張費用は公費ですか

3.（1）職場全体における研修会や勉強会は行われていますか

参加されていますか

公務ですか

内容について
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その他：医療制度について、診療に関する内容、医療機器、院内発表、栄養関係、地域文化など

3.（2）放射線部門における研修会や勉強会は行われていますか

参加されていますか

公務ですか

内容について

その他：造影剤に関して、出張報告、原子力事故について

3.（2）新人を対象とした研修会や勉強会は行われていますか
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内容について

その他：公務員全般、オリエンテーション

3.（4）新人教育について
①マニュアルは作成されていますか

②マニュアルは必要だと思いますか

③技師会で新人教育に関する資料があれば良いと思いますか

④技師会で新人教育に関する研修があれば参加しますか

医療事故関係　　　　43
感染対策関係　　　　37
患者接遇関係　　　　53
ハラスメント関係　　21
その他　　　　　　　20
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⑤新人教育に関する質問、ご意見

3.（5）当直業務について

①業務の範囲

②救急受け入れ体制

③当直者の体制（人 / 日）

④当直回数（回 / 月）

教育は難しいです	
マニュアルはあくまでもマニュアル、実践で身につけてほしい	
社会人としての常識や接遇などを企画してほしい：4 名	
ハラスメントに関して取り上げてほしい	
新人の意欲次第	
施設ごとに行うべき：2 名	
新人のすべきこと、新人に求めていること	
マニュアルはあるべきだが、上司が阻害する		

一般撮影　　 　101
ＣＴ　　　　　　98
ＭＲＩ　　　　　65
血管撮影　　　　44
その他　　　　　15
未記入　　　　　18
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⑤当直平均睡眠時間

⑥当直明けの終業時刻

⑧当直業務に就くのはいつから

入職○ヵ月後　　　　　　　　47
業務ができるようになって　　42
未記入　　　　　　　　　　　43

⑦当直手当の体系は

午前中

未記入

8:00	 2
8:30	 25
8:45	 3
8:50	 2
9:00	 11
9:40	 1
10:00	 1
11:30	 2
　　　	 1
12:00	 8
12:15	 2
12:30	 2
13:00	 4
13:30	 2
17:00	 13
17:15	 7
17:30	 1
18:00	 1

43

一律	 57
就業年数	 14
一律＋実働	 5
一律＋就業年数	 3
その他	 9
未記入	 43

一律	
私立大：3400 ～ 3600、国公立：8000 ～ 22000、私立：1500 ～ 16800、	
企業：9000、その他：16000 から 17000、無記名：10000	
	
一律＋実働	
国公立：4000 ～ 5200 ＋α、私立：10000 ＋α	
	
その他
検診：なし、その他；なし
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取得されている資格はありますか

（2）認定資格制度、技能検定制度を知っていますか

所有資格

（3）資格を取得する予定はありますか

（1）技師格認定制度を知っていますか
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「いいえ」の場合の理由

「はい」の場合の内容

（4）資格は業務に反映されていますか

（5）生涯学習システムについて意見

・いかされる場がない		  　・興味がもてない：4 名	 ・業務で忙しいから
・業務に反映されない：8 名	 　・格付けみたいで嫌		  ・邪魔くさい
・内容が乏しく実用的でない	 　・高齢：4 名			  ・金銭的
・世間に認知されていない	 　・更新が大変			  ・余裕がない：3 名
・都会に出向かないと取得しにくいから、遠方：２名
・資格の格付けが低い
・他の資格を取得しているから：２名
・将来的に立ち消えになって金と時間を無駄にしそうだから
・ポイントが少ない
・休日は仕事関係以外に使いたい
・必要性がない：２名
・東京のみの開催では無理

・機器の管理など：２名				   ・日常業務の責任感の向上
・臨床実習指導者が新人教育を担当：２名	 ・測定などに役立った
・業務手当て					     ・人事評価に役立つ：２名

・試験内容が講習に対して難易度が高い
・更新のハードルが高い
・日放技の自己満足で国民や技師に認知されていない
・設備や環境に不備があり不信感がある
・各種検査の実習を含めたセミナーの実施
・資格を持った技師が何らかの恩恵がある取り組みをして欲しい
・ころころとシステムが変わるから信頼できない
・田舎からは行くのが大変
・機会均等にチャンスを作って欲しい
・業務に反映されない：3 名
・事故満足感が強い
・在宅学習は便利
・家の PC に自宅学習のダウンロードが上手くいかない
・日放技は資格だ講習だと集金する（変な宗教団体のようだ）
・ネットで講習なんて笑わせるな（技師会のマスターベーションとしか思えない）
・資金集めにしか思えない
・認定資格が技師個々の教養と思われる、接遇などの向上を求めたい
・理念は良いが更新等の維持更新方法が会員に浸透していない
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技師会にたいする意見
・会費が高い（日放技）：7 名
・一部の人たちだけでやってる感じがする、特に野球や囲碁は出来る人しか参加できない
・技師会の加入率を出して欲しい
・「皆でこうしよう」ではなく、こうするから付いて来い、来ないなら知らんって感じを受ける
・技師会雑誌は個人では必要ない
・技師格や認定を持っている人と無い人とと差別化を考えて欲しい
・地道に小さい事からコツコツやっていきましょう
・東京まで試験を受けにいかなければならないので広まらないのでは：２名
・技師会主催の勉強会を開いてください
・技師格に役立つ勉強会を増やして欲しい
・格モダリティでの撮影法の基本、基礎内容の研修をして欲しい
・若い技師に各種認定制度などを理解させることが必要
・認定制度を判りやすく、管理しやすくして欲しい
・技師長を技師会に入会したらスタッフが入会しやすくなる
・研修会に回数を増やして欲しい
・技師の世界以外の事を知ること
・日放技の雑誌が華美すぎ
・超音波の研修
・魅力が全く無い
・一部の人のみ。他の団体（看護協会など）のように皆が頑張っていけるように
・技師会の過去のイメージを変える（政権交代のような）
・会員数減少への歯止め
・研修会のネット配信
・技師会は力がない（看護の認定だと出世する）

集約
・教育に関するアンケートを実施し会員 136 名（回収率 25.2％）から回答があった。
・多少偏りはあるが病院区分、経験年数、役職等多くの回答を得ることができた。
・技師会の研修会に参加した経験は半数にとどまった。会員の研修会への要望を踏まえて今後の研修会内
　容の検討が必要と思われる。
・他の研修会への参加者はそれを上回る結果となり、多くの研修会が開催されておりより内容の吟味が必
　要とも思われる。
・学術大会への発表は施設で推奨されることが多くまた公費も多いが、出席に関しては個人での参加が多
　く施設で認められていない場合がある。
・病院全体の勉強会は多くの施設で実施され公務も多いが放射線部門での勉強会の実施は半数を下回り公
　務として認められていない現状が示された。
・新人教育に関しては多くの会員がマニュアルの必要性を感じているものの施設で導入されていない場合
　が多く、またこれらの勉強会への期待も見られた。
・技師会としても新人教育の統一化を図り技師全体のスキルアップの検討が必要だと考えられる。
・当直に関しては施設ごとにより業務内容や賃金に大きな格差が認められた。
・技師格や認定資格に関しては周知度は高いが取得を目指す回答は少なかった。これは会員の日放技に対
　する期待度の少なさが表れていると考える。
・多くの会員が技師会への意見を持っており、技師会の説明不足が会員の理解や期待度の低さにつながっ
　ていると思われる。
・今後これらの結果を踏まえ、より会員に理解される技師会活動を展開していく必要があり、日放技へも
　積極的に呼びかける必要を感じた。
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　今年度も引き続き、ニュース紙面に先立って、情
報を掲載することを主に、各委員会の資料を掲載し
ました。また府民向けには、市民公開講座の動画を
公開しました。
　尚、新公益法人取得に向け、ホームページの構成
も府民向けに変更する必要があり、作業を進めてい
ます。

平成 21、22 年度の委員構成
　理事：中田　博之（三菱京都病院）
　学術・情報 （両丹地区）
　　　　城下　克明（京丹後市立病院）

■平成 22年度の主なホームページ掲載内容

4 月 12 日
通常総会資料掲載作業

4 月 14 日
平成 21 年監査報告書掲載

4 月 18 日
市民公開講座　動画サイトの作成

5 月 3 日
役員就任あいさつ

5 月 13 日
京都府放射線技師会監事
田城邦幸氏の春の叙勲受賞お知らせ
会誌投稿規定を掲載

6 月 1 日
平成 22・23 年度（社）京都府放射線技師会役員体制

7 月 6 日
日本放射線技師会第 68 回定期総会報告 

11 月 21 日
市民公開講座の動画公開

情報委員長　中　田　博　之

ホームページ
http://www.kyohogi.jp/

◇　情　報　事　業　◇
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　今年度の管理士会としての活動は、放射線管理の
啓発活動、放射線、特に管理に関しての知識、経験
の向上を図る、会員の放射線管理士更新に向かって
のサポート活動及び入会勧誘活動、他の都道府県放
射線管理士会との連携を高めるという項目を基に行
いました。活動内容として項目ごとに記載していき
ますと①放射線管理の啓蒙活動としては、9 月 18
日、19 日の両日、京都市でくらしと健康展が開催さ
れました。その中の放射線に関する相談コーナーの
アドバイザーとして管理士会より 3 名参加してきま
した。また、ポスター出展では、放射線治療をテー
マとしたポスターを出展しました。②放射線、特に
管理に関しての知識、経験の向上を図る活動としま
して、放射線機器管理に関しての講習会を開催いた
しました。内容は機器点検をテーマとしたもので半
日規模での開催といたしました。③会員の放射線管
理士更新に向かってのサポート活動は、講習会にて
更新についての情報を講演していただいたこと、講
習会受講でポイントの取得を可能にしたことなどで
す。④他の都道府県放射線管理士会との連携を高め
る活動として 2 月 20 日に和歌山県で開催された近
畿地区ネットワークミーティングに参加して近畿 2
府 4 県の代表の方々と協議し、今後近畿地区として
の取り組みを進めていく要綱を話し合ってきまし
た。
　今後の管理士会の活動としては、管理士会を開催
しポイントの取得できる講習会を開催して行きたい
と考えています。また、国民の皆さんに医療放射線
の管理や安全性に対してアピールしていくこと、近
畿地区の放射線管理士会とコンタクトを取り連携を
深めていくことを目指して行きたいと思っていま
す。

■管理士委員会構成員
安藤　博敏
大澤　啓二
小東　靖史
田中　　亮
山根　稔教
北村　　真　副会長（管理士担当）

■管理士会会員　　
平成 23 年 1 月現在　40 名の会員登録

管理士委員長　山　根　稔　教

■ 22年度の活動内容
 4 月 25 日　京放技研修会にて機器管理アンケート
　　　　　　報告
 6 月 15 日　管理士委員会開催　（亀岡シミズ病院）
 7 月 3 日　放射線管理士部会総会出席
 7 月 4 日　日本放射線技師会学術大会にて発表
 7 月  7 日　暮らしと健康展のポスター作成（三菱
　　　　　　京都病院）
 7 月 9 日　暮らしと健康展のポスター編集（南丹
　　　　　　病院）
 9 月 18、19 日　暮らしと健康展にアドバイザーと
　　　　　　　　して 3 名参加とポスター出展
12 月 4 日　島津工場研修室にて放射線機器管理講
　　　　　　習会開催
 2 月 14 日　管理士委員会開催（京放技事務所）
 2 月 20 日　近畿地区管理士ネットワークミーティ
　　　　　　ング参加

◇　管　理　士　事　業　◇
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京都府内の医療施設における医療用放射線機器管理について〈アンケート調査報告〉

京都府放射線技師会
　　　　　　　　　　　　　　　　山根稔教＊ 1）　安藤博敏　大澤啓次＊ 2）　小東靖史＊ 3）　田中　亮＊ 4）
　　　　　　　　　　　　　　　　北村　真＊ 5）　河本勲則＊ 6）　轟　英彦＊ 7）
　　　　　　　　＊ 1）公立南丹病院＊ 2）済生会京都府病院＊ 3）三菱京都病院＊ 4）亀岡シミズ病院
　　　　　　　　＊ 5）明治国際医療大学付属病院＊ 6）京都第二赤十字病院＊ 7）京都府立医科大学付属病院

【緒言】
　我々診療放射線技師は、医療放射線機器を使用し日々検査を行っている。そこで医療の安全面において医療
放射線機器の性能を担保及び安全性の確保は必修の項目である。また、これらの項目を維持、確保していくこ
とは、検査に携わる医療技術者として重要な務であることは論を持たない。こうしたなか、平成 19 年 4 月に
改正医療法が施行され、各々の医療機関で医療機器安全管理に対する意識が高まり、様々の取り組みが行われ
ていると示唆される。今回、医療放射線機器管理に対する取り組みの現状を把握し、医療機器の安全確保を担
保する上で問題点や課題を明らかにするという目的でアンケート調査を行ったので報告する。

【対象と調査内容】
　京都府放射線技師会の会員が所属する医療施設で 145 施設とし、各施設の診療放射線技師長宛にアンケート
調査用紙を郵送した。調査の期間は、平成 21 年 11 月下旬にアンケート用紙を発送、12 月 20 日提出をもって
締め切りとした。アンケート調査の内容は全部で 40 問あり、各医療施設で医療機器安全管理が組織化してい
るか、放射線機器管理士が機器管理に関与しているか、定期点検の取り組みはどのように行われているか、日
常点検の実施状況はどのようになっているか、などの項目に重点を置いた。

【結果】
アンケート調査の結果 145 施設中 67 施設の回答があり、回答率 46.2% であった。結果は表に示す。
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【考察】
1. 調査対象の概要
　アンケート調査に回答していただいた医療施設の概要は、医療法人 47％、国・自治体を合わせて 23％で大
半を占め（表 1）、医療機関種別では、一般病院が 60％を占めていた（表 2）。病床数（表 3）は、0 床から 300
床を超える施設が最も多かった。各医療施設での診療放射線技師数の結果（表 4）を病床数と合わせて見てみ
ると病床数 100 以下の医療施設では診療放射線技師の人数が 5 人まで病床数 101 から 300 以下では 6 から 10
人程度、301 床以上では 11 人以上と予想できる。今回の調査結果は、回収率 67 施設 46.2％であったが、京都
府内の医療施設における医療用放射線機器管理についてのアンケートデータとして有用であると考える。

2. 医療機器安全管理の組織化
　医療機器安全管理の組織化に関しての調査結果では、医療機器安全管理委員会の設立している施設は、71％
であった（表 5）。平成 19 年の改正医療法では医療の安全を確保するため委員会の開催の実施を定めており、
今回、回答していただいた項目の医療機器安全管理委員会は医療安全管理委員会を上位組織として設立されて
いるものと医療安全委員会自体がその役割を担っている場合も含めての結果であると考えられる。また、健診
施設、無床施設の４件は設立していない回答であったが、改正医療法の医療の安全に関する事項では入院設備
を持たない施設のところは適用しないとされていることから、法令の適用になる施設での組織化率は 76％と
なった。この結果では、組織化があまり高い水準ではないことを示しており、よりいっそうの組織化が望まれる。
また、この医療機器安全委員会へ診療放射線技師の参加は 71％（表 6）と多くの施設で参加されていた。しか
しその中に、日本放射線技師会の認定する放射線機器管理士の有資格者がいる施設は 6％（表 7）と低く認知
度も低かった。
　医療機器安全管理責任者の職種では、臨床工学士 40％、医師 35％、診療放射線技師 19％（表 8）であった。また、
アンケート回答のあった医療施設での臨床工学士の勤務は 62％（表 9）であったことから、臨床工学士が医療
機器安全管理に診療放射線技師よりも強く関与しているように思われる。情報担当者が任命されている施設
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は 25％（表 10）でかなり低い水準であった。そして情報担当者の職種は、臨床工学士 29％、診療放射線技師
25％、医師 21％（表 11）となっており、やはりここでも臨床工学士が医療機器管理へ強く関与していること
が促されていた。次に情報 ･ 安全改善方策が実施されている施設は 62％で、されていない施設は 16％、安全
管理研修が実施されている施設は 56％、されていない施設は 31％で達成度は 50‐60％という結果（表 12）となっ
ており、医療機器安全管理委員会の組織化がもっと進んでいけばこれらも経時的に浸潤していくものと考えら
れる。

3. 放射線管理業務に関して
　放射線管理業務では、明文化しているは 44％、していないは 22％、していないが診療放射線技師としての
業務としているは 34％（表 13）であり、放射線管理業務への診療放射線技師の関与では、関与しているが
100％（表 16）であるため放射線管理業務は診療放射線技師が行っているが手順まで示した明文化を行なって
いる施設は半数以下と少なく、病院評価機構などではマニュアル化されていることが前提となっていることな
どからも、社会的な現状からは少し遅れている状態が示された。安全管理研修の実施に関しては実施率 56％で
あり半数を超えていたが検討中のところも 13％あり（表 14）、今後の実施率の向上が望まれる。新規装置導入
の機種設定や受け入れ試験の実施に関しては、放射線技師が関与している施設が 90％（表 17）を超えていたが、
受け入れ試験の実施率は 50％程度（表 18）であり低い状態であった。また、放射線機器管理は担当者を決め
て行っているは 68％、交代で行っているは 27％、放射線機器管理士が行っているは 5％であり（表 15）、担当
者を決めて行っているのが一般的なスタイルのようである、放射線機器管理士が担当している施設もあったが
十分な状態とは言えない。本来、放射線機器管理に積極的に乗り出す目的で日本放射線技師会が承認した認定
資格であるため、もっと浸透して広まっていくことが望まれる。

4. 点検業務
　今回の調査では、定期点検に関しては実施の実状の把握に留めた調査とした。日常点検に関しては装置別の
内容とした調査であった為、定期点検と日常点検で比較することはできない、この点はご了承願いたい。定期
点検では、点検を実施する形態を中心に調査したが、結果は、業者委託が 42％、診療放射線技師と業者とで実
施しているは 56％（表 19）であり、定期点検へ診療放射線技師が関与している割合が高く、放射線機器管理
に対して積極的に取り組んでいることが示されており、定期点検の記録も 95％で（表 20）ほとんどの施設で
取られていた。また、業者委託の行っている定期点検装置と診療放射線技師が行っている定期点検装置の項目
では、両者重複しているところの割合や施設によって設備されていない装置がある割合など、正確に把握でき
なかったため傾向や参考値として見ていただきたい（表 21,22）。前述の結果より、点検結果を記録していない
施設や定期点検を実施していない施設があったことが問題点であると考えられる。
　日常点検では、診断用 X 線装置、X 線 CT 装置、MRI 装置、核医学装置で始業点検のみが 50-60％強、始業
点検と終業点検の両方が 40％前後、行っていないが 10％前後（表 23,25,27,29）であった。また記録に関しては、
70-80％が記録を取っており 20％が記録なし（表 24,26,28,30）であった。超音波装置、その他の装置では始業点
検が 40-50％、始業点検と終業点検の両方が 30-40％ , 行っていないが 20％弱（表 31,35）であり上記の装置よ
り日常点検の実施率が少し低かった。記録に関しても他の装置よりも低かった（表 32,36）。また、放射線治療
装置では、所持している施設が少なかったが、全施設で実施されており、始業点検のみは 47％、始業点検と終
業点検の両方は 53％（表 33）であった、唯一始業、終業の両方実施している割合の多い装置であった。記録
に関しては 93％とほとんどの施設で記録されていた（表 34）。これは、放射線治療装置の不具合が即人体への
悪影響を及ぼす可能性が高い装置であるため、より高い保守管理が必要になるためと考える。日常点検に際し
ての傾向は、始業点検と終業点検を実施している施設より始業点検のみ実施の施設の方が多かったことである。
時間の押し迫った業務の中で大変であるが、できれば始業点検と終業点検の両方の実施が望まれる。また、結



74

果を記録していない施設も多くあったが、故障時に今までの記録を参照することや装置の状態変化を捕らえる
ことなどから記録することは必要なことと考える。

5. 医薬品 ･ 医療総合機構について
　医薬品医療機器総合機構は、厚生労働省所管の独立行政法人であり、医薬品の副作用などによる健康被害救
済業務、薬事法に基づく医薬品 ･ 医療機器などの氏差関連業務、医薬品や医療機器などの品質を確保する安全
対策業務を行っている所であるが、アンケート調査では知らないが 66％、知っているは 34％で認知度が低い
ことを示した（表 37）。また、医薬品 ･ 医療機器等安全情報報告制度も半数の 52% が知らないという結果（表
39）で、報告をしたことがあるといった施設は 5％であり（表 40）、この機構の発信するサービスを受けてい
る施設は 15％であった（表 38）。これらの結果から医薬品医療機器総合機構は、現在、京都府下の医療施設の
診療放射線技師部門では、認知度は低くうまく機能しているとはいえない、今後もっと高い認知度にならない
と機能しないと考える。ただし、各医療施設で医薬品 ･ 医療機器管理を行っているトップの責任者の方は良く
知っておられその制度を利用されているのかも知れない。今回の調査結果からは見出せなかった。

【結語】
　今回のアンケート結果から明らかになった問題点は、大きく三つに分けられると考えられる。①医療機器安
全管理の組織化は行われているがまだ不完全であるため、今後もっと周知して組織化が進み安全管理の体制が
整うこと。②放射線管理業務に診療放射線技師が 100％関与していたが業務手順の明文化がなされていない施
設が多くあり、今後の進展が望まれる。③医療機器装置の点検に関しての項目で、定期点検はほぼ完全実施さ
れていたが、日常点検では完全実施までには至っておらず記録の方は更に実施率が悪いことから、今後日常点
検の実施と記録することが周知徹底されること。以上の三項目であり、改善されより安全な放射線機器の運用
が期待される。
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理事　田中　久志

◇　地　区　活　動　◇

北 地 区

　地区理事に就任して、1 年が過ぎようとしています。第 1 回地区委員会にて活動案を了承していただきまし
たが、活動が滞りまして誠に済みませんでした。2 年目は会員さんとの横のつながりが出来るように活動をさ
らに進めて行きたいたいと思っています。
　会員の皆様、地区委員の皆様、役員の皆様のご指導ご協力有難うございました。来年度も皆様のご協力を宜
しくお願い致します。

【平成22年度北地区活動年表】

 4 月 26 日
 6 月 13 日
 6 月 19 日

10 月 4 日
平成 23 年
 1 月 6 日
 1 月 22 日
 3 月 13 日

第 1 回地区委員会
病院学会準備委員
全地区委員会
フレッシュ放射線技師の集い
厚生委員会

第２回地区委員会
府民公開講座
第 528 回研修会（地区合同研修会）

6 名出席（理事含む）
2 名参加
5 名参加
3 名参加
参加

6 名出席（理事含む）
演題発表
参加

理事　楡　　隆之中 地 区

　日放技や京放技の事を全く知らないままに中地区理事になり、三役はじめ、常任理事や監事の皆さまに助け
て頂いて何とか 1 期 1 年が過ぎようとしています。
　振り返ってみると、地区委員の選定にも時間がかかり、なかなか決まらないまま秋を迎え、三役や前任の中
地区理事の協力のもとで 5 班のうちの 4 班が決まりようやく第一回の地区委員会を開くことが出来ました。
　今年度では、将来の中地区活動のために電子メールによる連絡網作りにとりかかることに決めました。
普段は技師会からの連絡が滞り、各会員の皆さまにご迷惑をおかけした事をお詫び致します。来年度には、中
地区の各会員の皆さまがより深く技師会に関わっていけるように努めたいと思います。

【平成22年度中地区活動年表】

 4 月 25 日
 6 月 19 日

 9 月 23 日
11 月 19 日
10 月 22 日
平成 23 年
 1 月 22 日
 3 月 10 日 
 3 月 13 日

第531回研修会、通常総会、懇親会出席
全地区委員会
フレッシュ診療放射線技師の集い
田城監事の叙勲記念式典
第 532 回研修会
第 1 回中地区委員会

第 533 回研修会『市民公開講座』
第 2 回中地区委員会
第 534 回地区合同研修会
平成 22 年度臨時総会

2 名参加
3 名参加
1 名参加
1 名参加
1 名参加
5 名参加

3 名参加
5 名参加
4 名参加（演者 1 名含む）
4 名参加

月　 日 項 目 内 容

月　 日 項 目 内 容
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理事　村上　雅之東 地 区

　東地区の理事を勤めさせていただいて、1 年が過ぎようとしています。
　2 回目の地区理事となるのですが、地区として目立った活動は出来なかったと反省しております。次年度は
自らが技師会のさまざまな事業への参加を増やしていきたいと思っております。地区会員の皆様におかれまし
ても技師会活動にご協力のほど、よろしくお願いいたします。

【平成22年度東地区活動年表】

理事　丸山　久喜西 地 区

　西地区理事を勤めさせていただいて、早いもので 1 年が過ぎようとしています。
昨年までは地区委員として技師会には参加をさせていただいていたのですが、今年は理事としてかかわらせて
いただきました。実際、技師会活動に参加させていただくことで非常に多くの方と知り合えました。私にとって、
この技師会活動は大変有意義なものでした。
　しかし、地区理事としては何もできず、技師会からの連絡事項をファックスやメールで送る事しかできませんでした。
できることなら会員さんがもう少し技師会活動に参加してもらえるように声かけができればよかったと後悔しています。
　今年度技師会活動にご協力いただきました会員の皆様、地区委員、常務理事の方々に厚く御礼申し上げます。
有難うございました。

【平成22年度西地区活動年表】

 4 月 24 日
 5 月 28 日

 6 月 19 日

10 月 9 日
10 月 30 日
11 月 18 日
平成 23 年
 1 月 22 日

 3 月 13 日

 3 月 18 日

第 529 回研修会、通常総会
第1回地区委員会（第二京都回生病院）

第 530 回研修会
全地区委員会
フレッシュ診療放射線技師の集い
ピンクリボン京都2010（イオンモール京都）
ピンクリボン京都 2010（京都駅前）
第2回地区委員会（第二京都回生病院）

市民公開講座
京都府放射線技師会　新年会
第 534 回地区合同研修会
平成 22 年度臨時総会
第 3 回地区委員会
西地区懇親会（がんこ和食京都駅前店）

1 名参加
6 名参加
地区連絡網の新規作成
4 名参加
4 名参加
3 名参加
1 名参加
1 名参加
5 名参加

3 名参加
3 名参加
演題 1 例

月　 日 項 目 内 容

 4 月 24 日
 6 月 2 日

 6 月 12 日・13 日
 6 月 19 日
10月 15 日
平成 23 年
 3 月 13 日

研修会、通常総会、出席
地区委員会開催（京大病院にて）

第 45 回京都病院学会
全地区委員会・フレッシュ診療放射線技師の集い
地区委員会開催（京大病院にて）

第 534 回地区合同研修会
平成 22 年度臨時総会

6 名参加　
連絡網を新規に編成し直し
2 名参加
3 名参加
4 名参加

演者 1 名講演依頼

月 　 日 項 目 内 容
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理事　渡里　　弘南 地 区
　平成 22 年度の南地区理事を勤めさせていただいてもうすぐ 1 年になろうとしています。地区理事の役割が重
要だと言う事は認識していましたが、初めて経験する事があまりにも多すぎて、戸惑う事ばかりです。会長を
はじめ各理事の方々の淡々と役割を果たしていかれる事に驚いています。それぞれの理事として責任の中では
ありますが、夜遅くまで作業を続けてこられているのに感銘も受けました。しかし私は地区理事としては何も
できていないことにも気づきました。これからは常務理事さん達の役に立てるように勤めさせていただきます。
　最近常に感じる事なのですが、技師会に入会しているメリットがないと良く言われますが、何もしていない人達に
は解らないと思います。社会の中での役割や自分の持つ免許の重要さも気づいていないのだと思います。放射線技師
として今後どうあるべきかを自分で考え進めていければいいのですが、今の社会では組織力が重要だと考えられます。
　各技師会それぞれが結束し、１人でも多くの会員様が増えていく事に期待しています。また会員様には今後
も色々とご協力をお願いいたします。

【平成22年度南地区活動年表】

 4 月 24 日
 5 月 25 日
 6 月 13 日
 6 月 19 日
 9 月 18 日・19 日
10月 6 日
10月 9 日
10月 31 日
12月 2 日
平成 23 年
 1 月 22 日
 2 月 20 日
 3 月 13 日

通常総会
地区委員会開催（宇治徳洲会にて）
第 45 回京都病院学会
全地区委員会  フレッシュ診療放射線技師の集い
くらしと健康展
地区委員会開催（宇治徳洲会にて）
ピンクリボン京都 2010
ピンクリボン京都 2010
南地区懇親会・地区委員会

市民公開講座
近畿地域放射線技師学術大会
第 534 回地区合同研修会
平成 22 年度臨時総会

6 名参加 連絡網の新規に編集
2 名参加
3 名参加

5 名参加

6 名参加

2 名参加

演者 1 名講演依頼

月 　 日 項 目 内 容

理事　松元　　誠西南部地区
　前半の１年が過ぎました。今期も年間 4 回の地区委員会を開催し、地区委員さんの協力のもと情報発信や収集、イ
ベント等の広報活動に努めてまいりました。また、会の活性化を目的に、会員さん同士の親睦と結束力の強化を図る
べく、西南部地区懇親会を開催し 12 名の方に参加していただきました。地区理事の任務は会員さんと技師会とのパ
イプ役と考え勤めております。今後も会員さんと双方向の関係を築き上げていきたいと思います。最後になりましたが、
お世話になりました会員の皆様、会務にご協力いただきました地区委員の皆様、理事の方々に厚く御礼申し上げます。

【平成22年度西南部地区活動年表】

 6 月 6 日
 6 月 19 日
 9 月 24 日
11 月 16 日
平成 23 年
 1 月 22 日
 3 月 12 日
 3 月 13 日

 3 月 31 日

第 1 回地区委員会
全地区委員会・フレッシュ放射線技師の集い
第 2 回地区委員会
第 3 回地区委員会

研修会・新年会
西南部地区懇親会
第 534 回地区合同研修会
平成 22 年度臨時総会
第 4 回地区委員会

5 名参加
5 名参加・14 名参加
6 名参加（久保田理事含む）
5 名参加（久保田理事含む）

7 名参加
12 名参加

6 名参加（久保田理事含む）

月　 日 項 目 内 容
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理事　今井　敬治両 丹 地 区
　地区理事の大役に就き 1 年が経過しました。なかなか要領を得ず、会員の皆様には無理難題をお願いしたり
ご迷惑をおかけしたりしたかと思います。しかし、何とか恒例になっている年 4 回の両丹地区研修会を終える
事が出来ました。これも一重に地区委員や会員の皆様方のご協力の賜物と感謝しています。
　当初、京都市内での技師会活動にはあまり参加したことが無かったため多少不安はありましたが、何回か足
を運ぶうちに他地区の理事の方々や学術委員のメンバーと知り合い意見交換もできるようになり、自身の見地
も広くなったように思います。
　次年度に付きましても、会員の皆様のご期待に添えるよう努力していきたく思いますのでよろしくご協力の
ほどお願いします。

【平成22年度両丹地区活動年表】

 3 月 12 日
 4 月 19 日
 4 月 24 日
 6 月 12 日

 6 月 19 日

 8 月 20 日

 9 月 4 日・5 日

 9 月 23 日
10月 28 日
11月 7 日
11月 19 日
12月 4 日

12月 19 日
平成 23 年
 1 月 22 日

 1 月 28 日
 2 月 19 日

第 1 回地区委員会　 西舞鶴
第 2 回地区委員会開催　　京都ルネス
第 63 回京放技通常総会　第 529 回研修会
平成 22 年度春季研修会　綾部市立病院

第 3 回地区委員会開催　綾部市立病院
第 530 回京放技研修会 22 年度
全地区委員会フレッシュ技師会員の集い
ホテルセントノーム京都
第 4 回地区委員会開催　京都ルネス病院

22 年度夏季研修会第（531 回研修会）開催
マリアージュ福知山
第 2 回 22 年度夏季研修会実行委員会
田城邦幸監事叙勲「瑞宝双光章」祝賀会
第 5 回地区委員会開催　京都ルネス病院
近畿地域野球大会　和歌山県
第 532 回研修会　メルパルク京都
平成 22 年度秋季研修会　綾部市立病院

MRI 講習会　キャンパスプラザ京都

市民公開講座（第 533 回研修会）
メルパルク京都
第 6 回地区委員会開催　京都ルネス病院
22年度冬季季研修会・活動報告会・新年会
福知山市たかた荘

新旧役員引き継ぎ会  8名参加
5 名参加
1 名参加
各施設の医療機器アンケー
トの実施と 4 演題 34 名参加
5 名参加
１演題発表 3 名参加

（兼）第 1 回 22 年度夏季研
修会実行委員会　5 名参加
10 演 題　　4 日　55 名、　
5 日　41 名参加
反省会　4 名参加
2 名出席
6 名参加
1 名参加
1 名参加
賛助 2 演題　5 名の発表、
座談会　36 名の参加
2 名講師出席

1 名参加

5 名参加

月 　 日 項 目 内 容
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◇　受 賞 者 選 考 委 員 会　◇

受賞者選考委員会委員長　河　本　勲　則

　当会監事　田城邦幸氏が平成 22 年春の叙勲に際し、瑞宝双光章を授与されました。

　平成 22 年度の表彰者は以下の通りです。

（社）日本放射線技師会関係
勤続 50 年表彰者（0名）

勤続 30 年表彰者（8名）
　井田　正明　　綾部市立病院
　奥谷　昭一　　京都府立医科大学付属病院
　岡田　孝　　　京都大学医学部付属病院
　志垣　隆一　　宇治徳洲会病院
　木下　誠	　　　河村病院
　濱田　松治　　大阪医科大学付属病院
　平川　益三　　京都第一赤十字病院
　星野　誠	　　　北城病院

　受賞者選考委員会では、今後も積極的に関係各方面にわたる表彰（個人、団体）の推薦依頼に基づいて、受
賞候補者を選出し申請を行って参ります。
　皆様のご協力をお願いいたします。また勤続表彰等申請には履歴書が必要ですので当技師会より申請書類が
郵送されたときには、速やかに記入して返送（近年勤続 30 年、50 年表彰者の推薦を活発に行っていますが対
象となる会員からの返送がほとんど帰ってこないのが現状です）をお願いいたします。

　受賞者選考委員会
　　氏　名	 勤務先
○河本　勲則	 前　掲
　轟　　英彦	 前　掲
　北村　　真	 前　掲
　吉田久仁彦	 前　掲
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平成 22 年度　役　員　名　簿

◎常務理事・委員長

会　　　　　長
副　　会　　長
   　　〃　　　
（常設委員会）
庶　務　理　事
　　　　委　員
　　　　　〃
　　　　　〃
財　務　理　事
　　　　委　員
　　　　　〃
学　術　理　事
　　　　委　員
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
編　集　理　事
　　　　委　員
広報 ・渉外理事
　　　　委　員
広報 ・渉外理事（両丹）

組 織 調 査 理 事
　　　　委　員
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
厚　生　理　事
　　　　委　員
　　　　　〃
情　報　理　事
　　　　委　員
管 理 士 理 事
　　　　委　員
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
監　　　　　事
　　　〃

　　轟　　　英　彦
　　北　村　　　真
　　河　本　勲　則
	
◎　皿　谷　弘　樹
　　吉　田　久仁彦
　　四　丸　真　俊
　   須　藤　安希子
◎　武　部　義　行
　　渡　里　　　弘
　　竹　澤　正　人
◎　原　口　隆　志
　　林　　　浩　二
　　森　永　泉　美
　　四　丸　真　俊
　　田　中　史　男
　　丸　山　久　喜
　　今　井　敬　治
◎　中　島　智　也
　　村　上　雅　之
◎　新　井　　　喬
　　三　浦　健　一
　　城　下　克　明
◎　久保田　裕　一
　　松　元　　　誠
　　前　田　冨美恵
　　熊　井　由　昌
　　蒲　　　順　之
　　平　田　紗知子
◎　中　川　稔　章
　　田　中　久　志
　　金　津　武　弘
◎　中　田　博　之
　　多　冨　仁　文
◎　山　根　稔　教
　　安　藤　博　敏
　　大　澤　啓　次
　　田　中　　　亮
　　小　東　靖　史
　　田　城　邦　幸
　　四　井　猛　士

京都府立医科大学附属病院
明治国際医療大学附属病院
京都第二赤十字病院

京都逓信病院
京都地域医療学際研究所附属病院
国立病院機構宇多野病院
大阪医科大学附属病院
京都府立医科大学附属病院
京都九条病院
大和検診センター
宇治武田病院
洛和会音羽病院
大阪医科大学附属病院
国立病院機構宇多野病院
十条リハビリテーション病院
第二京都回生病院
京都ルネス病院
田辺中央病院
京都大学医学部附属病院
宇治徳洲会病院
第二岡本総合病院
京丹後市立弥栄病院
関西医科大学附属枚方病院
松下記念病院
京都市立病院
大阪医科大学附属病院
大島病院
関西医科大学附属枚方病院
京都府立医科大学附属病院
堀川病院
自宅
三菱京都病院
三菱京都病院
公立南丹病院
綾部ルネス病院
済生会京都府病院
清仁会亀岡シミズ病院
三菱京都病院
自宅
千春会病院

役　　名 氏　　名 勤　　務　　先
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特 別 委 員 会

受 賞 者 選 考 委 員 会

新公益法人検討委員会

　（氏　　名）

○河　本　勲　則　

　轟　　　英　彦

　北　村　　　真

　吉　田　久仁彦

（勤　務　先）

前 　 掲

前 　 掲

前 　 掲

前 　 掲

　（氏　　名）

○轟　　　英　彦　

　北　村　　　真

　河　本　勲　則

　吉　田　久仁彦

　武　部　義　行

　皿　谷　弘　樹

　池　本　義　人

　竹　澤　正　人

（勤　務　先）

前 　 掲

前 　 掲

前 　 掲

前 　 掲

前 　 掲

前 　 掲

前 　 掲

前 　 掲
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平成 22 年度　地 区 委 員 名 簿

田 中 久 志（理事）
田 中 裕 一
松 浦 昌 志
中 山 裕 基
池 野 寛 康
山 添 元 士
	
楡 　 隆 之（理事）
高 屋 晶 嘉
浅 野 昌 良	
	
中 井     敬	
宮 井     明	
	
村 上 雅 之（理事）
山 本 太 郎	
濱 　 邦 章
道 下 秀 雄
小 川 憲 一
布 施 俊 明	
	
丸 山 久 喜（理事）
石 井     彰	
平 井 　 靖	
池     和 秀	
後 藤 　 正	
中 川 雄 介	
遠 山 景 子	

堀 川 病 院
京 都 博 愛 会 病 院
西 陣 病 院
堀 川 病 院
京都府立医大附属病院
京 都 第 二 赤 十 字 病 院

京 都 民 医 連 中 央 病 院
京都予防医学センター
京 都 逓 信 病 院

島津製作所附属診療所
京 都 市 立 病 院

京都大学医学部付属病院
京都民医連第二中央病院
京 都 下 鴨 病 院
愛 生 会　 山 科 病 院
京都大学医学部附属病院
京 都 第 一 赤 十 字 病 院

第 二 京 都 回 生 病 院
高 雄 病 院
三 菱 京 都 病 院
京 都 桂 病 院
済 生 会 京 都 府 病 院
公 立 南 丹 病 院
京 都 医 療 科 学 大 学

班　名 氏　　名 勤　　務　　先 班　名 氏　　名 勤　　務　　先

北地区
1
2
3
4
5

中地区
1
2
3
4
5

東地区
1
2
3
4
5

西地区
1
2
3
4
5
6

渡 里     弘（理事）
河 上 和 広	
古 谷 義 明	
荒本信之介	
三 浦 健 一	
小 西 　 博	

今 井 敬 治（理事）
塩 見 　 晃
川 崎 拓 志
平 林 良 介	

松 元     誠（理事）
松 本 洋 一	
田原あゆみ	
岩 木 慎 治	
熊 井 由 昌	

京 都 九 条 病 院
十条リハビリテーション病院
蘇 生 会 総 合 病 院
宇 治 徳 洲 会 病 院
第 二 岡 本 総 合 病 院
京 都 き づ 川 病 院

京 都 ル ネ ス 病 院
京 都 ル ネ ス 病 院
綾 部 市 民 病 院
京丹後市立弥栄病院

松 下 記 念 病 院
大阪医科大学附属病院
京阪電鉄枚方診療所
枚 方 公 済 病 院
大阪医科大学附属病院

南地区
1
2
3
4
5

両丹
地区

1
2
3

西南部
地区

1
2
3
4
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平成 22 年度　会長・副会長・理事役員体制

［三役］
会　長
副会長（学術・広報・組織・管理士）
　〃　 （庶務・編集・情報・表彰）

［常務理事］
庶　務
財　務
学　術
編　集
広報・渉外
広報・渉外　（両丹地区）
組織調査
厚　生
情　報
管理士
受賞者選考

［地区理事］
北地区（厚生）
中地区（庶務）
東地区（編集）
西地区（学術）
南地区（広報・渉外）
両丹地区（学術）
西南部地区（組織調査）

［監事］

轟　　　英　彦
北　村　　　真
河　本　勲　則

皿　谷　弘　樹
武　部　義　行
原　口　隆　志
中　島　智　也
新　井　　　喬
城　下　克　明
久保田　裕　一
中　川　稔　章
中　田　博　之
山　根　稔　教
河　本　勲　則

田　中　久　志
楡　　　隆　之
村　上　雅　之
丸　山　久　喜
渡　里　　　弘
今　井　敬　治
松　元　　　誠

田　城　邦　幸
四　井　猛　士

京都府立医科大学附属病院
明治国際医療大学附属病院
京都第二赤十字病院

京都逓信病院
京都府立医科大学附属病院
宇治武田病院
田辺中央病院
宇治徳洲会病院
京丹後市立弥栄病院
関西医科大学附属枚方病院
京都府立医科大学附属病院
三菱京都病院
公立南丹病院
前掲

堀川病院
京都民医連中央病院
京都大学医学部附属病院
第二京都回生病院
京都九条病院
京都ルネス病院
松下記念病院

自宅
千春会病院
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個人情報の保護について

　（社）京都府放射線技師会は、会長以下役員・委員一同個人情報についての適切な保護が
非常に重要であると認識し、個人情報の保護に努めます。

　1.　　個人情報の収集に関しては、必要な範囲で個人情報を収集し、当技師会の会員
　　  間の情報交換への利用等に努めます。
　　  　また、会員本人からの個人情報の開示や修正・更新及び削除等適切な対応を行
　　  います。

　2.　　個人情報の管理に関しては、会員の意思を尊重し個人情報の紛失、破損、改ざん、  
　　  漏洩等を防止するための適切な安全管理を講じ、予防に努めます。

（社）京都府放射線技師会
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賛　助　会　員

（平成23年3月31日現在）

GE ヘルスケア・ジャパン株式会社
　京都営業所

アロカ株式会社京都営業所

コニカミノルタヘルスケア株式会社
　京滋営業所

シーメンスジャパン株式会社
　京滋営業所

㈱フィリップスエレクトロニクスジャパン
　京都支店

株式会社カイゲン新薬部大阪営業所

株式会社モリタ京都支店

株式会社　根本杏林堂
　大阪営業所

株式会社千代田テクノル大阪営業所

富士フイルムＲＩファーマ株式会社
　関西第二支店

株式会社島津製作所医用機器営業課
　京都支店

株式会社日立メディコ京都支店

株式会社エルクコーポレーション 
　　　京都営業所

石黒メディカルシステム株式会社

第一三共株式会社　京都支店

長瀬ランダウア株式会社大阪営業所

島津メディカルシステムズ株式会社
　京都営業所

東芝メディカルシステムズ株式会社
　京都支店

ケアストリームヘルス株式会社

〒612-8414

〒615-8221

〒603-8063

〒564-0062

〒600-8008

〒566-0053

〒604-8075

〒550-0011

〒564-0063

〒564-0063

〒604-8511

〒604-0835

〒601-8127

〒612-8412

〒604-0847

〒550-8668

〒612-8445

〒600-8023

〒550-0013

京都市伏見区竹田段ノ川原町 58

京都市西京区上桂東ノ口町 182 番地

京都市北区上賀茂今井河原町 10-7

大阪府吹田市垂水町 3-353-35-36

京都市下京区四条通烏丸東入ル長刀鉾町 8
　京都三井ビルディング 6F

摂津市鳥飼野々 3-2-3

京都市中京区麩屋町通り三条下ル白壁町 432

大阪市西区阿波座　1-11-17

吹田市江坂町 2-1-43   KYUHO 江坂ビル

大阪府吹田市江坂町 1 丁目 13-41
　NF 江坂ビル 8F

京都市中京区西ノ京桑原町 1

京都市中京区御池通間之町東入ル
　東邦生命ビル 5F

京都市南区上鳥羽北花名町 31

京都市伏見区竹田中川原町 62

京都市中京区烏丸通押小路上ル野々町 535   
　日土地京都ビル　5 階

大阪市西区新町 1-1-17

京都市中京区西ノ京徳大寺町 1

京都市下京区河原町通松原上ル 2 丁目
　富永町 338 番地（京都四条河原町ビル）

大阪市西区新町 1-13-3 四ツ橋 SI ビル 8 Ｆ

TEL 075-644-1215

TEL 075-383-0030

TEL 0570-01-1203

TEL 06-6338-5614

TEL 0120-556-494

TEL 0726-53-4072

TEL 075-241-3131

TEL 06-6532-6443

TEL 06-6369-1565

TEL 06-7670-2800
FAX 06-7670-2803

TEL 075-811-9111

TEL 075-256-3092

TEL 075-691-5101

TEL 075-641-1496

TEL 075-251-1216

TEL 06-6535-2675

TEL 075-801-3316

TEL 075-354-9977

TEL 06-6534-7090

藤巻　篤嗣

生島　　聡

長谷川　亨

三浦　俊宏

柿本　明宏

高田智香子

木下　忠夫

川畑富士雄

佐藤　　正

嶋　　徹也

土井　　徹

佐々木茂延

吉田　　修

多田　幸生

山本　広実

八木　信行

植田　和彦

重田　敏昭

大門　康範

FAX 075-644-1220

FAX 075-393-7330

FAX 075-705-2060

FAX 06-6338-5604

FAX 075-229-6320

FAX 0726-53-4331

FAX 075-241-3158

FAX 06-6532-7067

FAX 06-6368-2057

FAX 075-811-9491

FAX 075-256-1384

FAX 075-691-9786

FAX 075-251-1259

FAX 06-6541-0931

FAX 075-841-3334

FAX 075-354-9955

FAX 06-6534-7106
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バイエル薬品㈱　京滋北陸支店

日本メジフィジックス株式会社
　京都営業所

富士フィルムメディカル株式会社           
　京都営業所

富士製薬工業株式会社   大阪支店

伏見製薬株式会社

堀井薬品工業株式会社

コヴィディエンジャパン（株）
医薬品事業部

エーザイ株式会社
京都コミュニケーション・オフィス

（株）増田医科器械店

日本メドラッド（株）

（株）AZE

〒604-8152

〒614-8159

〒601-8443

〒564-0053

〒533-0013

〒661-0033

〒600-8431

〒604-0845

〒612-8443

〒530-0001

〒532-0011

京都市中京区烏丸通錦小路上ル手洗水町 659
　烏丸中央ビル　4F

京都府八幡市奈良大門 31-17

京都市南区西九条東御幸田町 25-1

吹田市江の木町 30-27

大阪市東淀川区豊里 4 丁目 8-19
　

尼崎市南武庫之荘 2-15-7 パークヒルズ津田

京都市下京区綾小路通室町西入善長寺町 140-1
　グランドビル 21　201 号

京都市中京区烏丸通四条上ル箏町 689-1    
京都御幸ビル 8F

京都市伏見区竹田藁屋町 50 番地

大阪市北区梅田 2-4-9

大阪市淀川区西中島 5-13-9
　新大阪 MT ビル 1 号館　9F

TEL 075-229-6718

TEL 075-972-1950

TEL 075-671-0264

TEL 06-6368-2860

TEL 06-6160-2431

TEL 06-6433-5441

TEL 06-6455-0361

TEL 075-211-2461
             

TEL 075-623-7111

TEL 06-6133-6250

TEL 06-6838-4922

松崎　隆昭

梅森　晋次

山田　茂生

山本　英清

飯田　直樹

岸上　　聡

田島　大嗣

金子　　学

松岡　光夫

山下　一郎

有馬　和男

FAX 075-212-0645

FAX 075-972-2021

FAX 075-671-0265

FAX 06-6368-2867

FAX 06-6160-2432

FAX 06-6943-0650

FAX 06-6455-8904

FAX 075-211-0904

FAX 075-623-7131

FAX 06-6344-2395

FAX 06-3838-4950



　この雑誌の編集の追い込みに駆られているころ、東日本大震災が起きた。連日テレビや新聞、ネットでは被

災地の惨状を伝えているが、どうもその映像を見慣れてしまった感がある。現代の情報社会の弊害であろう。

　テレビの映像を見ると戦後の焼野原さながらの光景が映し出されるが、それよりもマスコミが重要視して伝

えているのが福島第一原子力発電所の事故だ。これは世界でも連日トップニュースで伝えられているようで、

その影響で観光産業に大打撃を与えている。世界から見ると「日本は危ない」と思われているようで、これに

ついても日本のマスコミが「風評」として伝えている。しかし、日本人の中にも「福島は危ない」と思い、観

光業と第一次産業に打撃を与えるようなことをしている。まさに「風評」だ。人間は勝手なものだとつくづく

思い知らされる。自分が被害者になったときは相手が悪いと言うが、その傍らで加害者になり、そのときは「実

際に放射線量が高いじゃないか」と言って自分の正当性を誇示する。

　一般市民にとって「放射線」とは非日常的なので、「検出された。数値が通常より高い」といったことだけ

で不安に思えるものだ。情報公開が遅れると「政府が隠蔽をしている！」と非難し、情報を公開し、「健康に

影響がある値ではない」と言っても、「数値が高いじゃないか。危険だ！政府の言うことなど信用できない！」

と勝手なことを言い出す始末である。

　放射線に関して知識のある我々からすれば、野菜から検出された放射線量は政府が安全だと言った値であれ

ば健康に影響がないことはわかっている。水道水から検出された値もそうだ。この点は「政府の言うことは信

用できる」と、私は思う。

　しかし、「この数値なら健康に影響を与えるものではないです」という報道そのものが通常とは違うという

印象を与え、市民は不安を抱くのであろう。

　放射線そのものに対して不安を抱いているのか、連日の（過剰な？）報道が不安を喚起させているのかわか

らなくなっているように思う。

　この事故で我々診療放射線技師が教訓とすべきことは「放射線に対して、世間の噂に流されるような素人で

はいけない」ということであろう。政府の放射線に関する発表が信用できるものか、そうでないか。どういう

状態が危険か、安全なのか。きちんと家族や知人に説明できなければ放射線のプロとは言えないのではなかろ

うか。

　連日の報道でシーベルトという言葉が一般市民に浸透した。撮影業務中にも「今の撮影は何シーベルトです

か？」と聞かれることがある。実際には正確に何シーベルトかわからないのだが、「わかりません」という答

えでは不信を招くことになりかねない。胸部正面撮影でどれほどの被曝なのか知っておかないとプロとして失

格であろう。が、撮影条件によっては数倍の幅がある。CR になるとさらに顕著になる。

　自分の施設の装置の特性を理解し、いかに撮影条件を下げられるか、この撮影では被曝がいかほどのものか、

それを考えながら日々の仕事を行っている診療放射線技師が一人でも多くいることを願ってこの雑誌の閉めと

させていただきます。

平成 23 年 3 月吉日

京都府放射線技師会　編集理事　中島智也

〈　編　集　後　記　〉
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